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は
じ
め
に

近
年
、
か
つ
て
に
比
べ
香
港
映
画
に
勢
い
が
な
く
な
っ
た
、
と
い

う
言
説
を
目
に
す
る
機
会
が
多
く
な
っ
た
。
一
九
九
七
年
の
香
港
返

還
に
伴
う
人
材
の
流
出
、
二
〇
〇
三
年
の
新
型
肺
炎
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
流

行
な
ど
、
香
港
映
画
に
と
っ
て
過
酷
な
出
来
事
が
続
い
た
の
は
事
実

だ
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
今
な
お
香
港
の
映
画
人
た
ち
の
活
躍
が
目

立
っ
て
い
る
。
一
方
で
は
北
上
し
て
中
国
大
陸
の
資
金
と
観
客
を
得

て
、
中
国
語
圏
を
股
に
か
け
た
活
躍
を
見
せ
る
陳

ピ
ー
タ
ー
・
チ
ャ
ン

可
辛
の
よ
う
な
映

画
人
も
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
香
港
に
留
ま
り
、
香
港
と
い
う
ロ
ー

カ
ル
な
土
地
に
根
ざ
し
た
映
画
を
撮
り
続
け
る
許ア

ン
・
ホ
イ

鞍
華
、
爾イ

ー
・
ト
ン
シ
ン

冬
陞
も

お
り
、
彼
ら
の
監
督
作
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
ど
う
し
て
香
港
映
画
の
不
振
を
嘆
く
声
が
目
立
つ
の
だ
ろ

う
か
。

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。

「
だ
が
二
一
世
紀
に
入
り
、
香
港
映
画
は
に
わ
か
に
勢
い
を

失
っ
た
。（
中
略
）
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
、
中
華
民
族
共
通
の

夢
と
し
て
の
武
俠
ア
ク
シ
ョ
ン
を
大
陸
で
撮
る
こ
と
が
主
流
と

化
し
た
。
そ
の
大
渦
の
な
か
に
呉
宇
森
も
陳

ピ
ー
タ
ー
・
チ
ャ
ン

可
辛
も
周

チ
ャ
ウ
・
シ
ン
チ
ー

星
馳
も

呑
み
込
ま
れ
、
以
前
彼
ら
が
作
っ
て
い
た
香
港
の
街
角
に
根
ざ

す
タ
イ
プ
の
映
画
は
す
っ
か
り
影
が
薄
く
な
っ
た
。（
中
略
）

と
き
お
り
現
れ
る
い
に
し
え
の
香
港
テ
イ
ス
ト
を
も
つ
作
品

が
、
従
来
か
ら
の
フ
ァ
ン
の
渇
き
を
い
や
し
て
く
れ
る
程
度
な

の
だ
。
し
か
し
、
あ
ま
り
悲
観
は
す
る
ま
い
。
か
つ
て
七
三

年
、
香
港
に
お
け
る
広
東
語
映
画
製
作
本
数
は
零
本

0

0

に
ま
で
落

第
Ⅰ
部 

ア
ジ
ア
の
「
映
画
大
国
」
を
襲
う
グ
ロ
ー
バ
ル
な
波

香
港
映
画
史
再
考
―
―
言
語
の
視
角
か
ら

西
村
正
男

ち
た
。
そ
こ
か
ら
蘇
っ
た
の
が
現
代
香
港
映
画
な
の
で
あ
る
」

（
野
崎 

二
〇
一
二
：
九
八
、
ル
ビ
は
原
文
の
ま
ま
）

こ
こ
で
は
、
香
港
映
画
は
香
港
出
身
の
監
督
が
大
陸
で
撮
る
映
画

と
区
別
さ
れ
、「
香
港
の
街
角
に
根
ざ
す
」
こ
と
が
そ
の
要
件
と
さ

れ
る
。
さ
ら
に
、「
現
代
香
港
映
画
」
が
広
東
語
映
画
の
一
時
的
死

滅
か
ら
蘇
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、「
現
代
香
港
映

画
」
は
広
東
語
映
画
と
ほ
ぼ
同
意
義
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

つ
ま
り
、
制
作
現
場
や
市
場
に
中
国
大
陸
が
含
ま
れ
た
り
、
使
用
言

語
が
広
東
語
で
は
な
く
北
京
語
で
あ
っ
た
り
す
る
と
、
オ
ー
セ
ン

テ
ィ
ッ
ク
な
香
港
映
画
と
は
見
な
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
こ
の
文
章
の
筆
者
は
、
そ
れ
以
前
の
香
港
に
お
い
て
北
京
語

（
国
語
）
映
画
と
広
東
語
映
画
の
共
存
・
せ
め
ぎ
あ
い
が
あ
っ
た
こ

と
も
記
し
て
い
る
が
、
香
港
が
「
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
地
点
」
か
ら
「
市

民
意
識
を
持
つ
者
た
ち
の
共
同
体
」
と
な
る
こ
と
で
、（
広
東
語
の
）

ニ
ュ
ー
ウ
ェ
イ
ヴ
映
画
を
生
ん
だ
、
と
結
論
づ
け
る
。

私
は
こ
の
筆
者
の
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
イ
ヴ
以
降
の
香
港
映
画
に
対
す
る

知
識
、
愛
情
と
、
そ
の
鋭
い
分
析
に
敬
意
を
抱
き
な
が
ら
も
、
香
港

を
確
固
と
し
た
一
枚
岩
の
「
共
同
体
」
と
捉
え
、
北
京
語
＝
国
語

（
映
画
）
を
そ
こ
か
ら
排
除
す
る
構
図
に
は
違
和
感
を
感
じ
ざ
る
を

得
な
い
。
歴
史
的
に
も
一
枚
岩
の
「
香
港
映
画
」
が
存
在
し
た
と
考

え
る
の
は
困
難
で
あ
る
し
、
ま
た
、
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
イ
ヴ
映
画
全
盛
期

に
あ
っ
て
も
現
在
に
あ
っ
て
も
香
港
映
画
は
決
し
て
単
一
の
共
同
体

の
た
め
に
作
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
言
語
も
内
容
も
一
枚
岩

で
は
な
い
と
考
え
る
か
ら
だ
。

本
稿
で
は
、
過
去
か
ら
現
在
ま
で
の
香
港
映
画
が
言
語
的
に
複
数

性
を
保
持
し
て
き
た
こ
と
を
分
析
す
る
。
そ
の
上
で
、
香
港
映
画
史

を
閉
じ
ら
れ
た
共
同
体
の
「
一
国
映
画
史
」
に
準
じ
る
も
の
と
し
て

考
え
る
の
で
は
な
く
、
開
か
れ
た
交
差
点
と
し
て
捉
え
る
視
座
を
提

出
し
た
い
。
な
お
本
稿
で
は
、
中
国
語
の
標
準
語
に
つ
い
て
は
以

下
、
香
港
で
の
一
般
的
呼
称
で
あ
る
「
国
語
」
を
使
用
す
る
こ
と
と

す
る
。Ⅰ

無
声
映
画
か
ら
ト
ー
キ
ー
へ

香
港
で
初
め
て
映
画
が
撮
影
さ
れ
た
の
は
一
八
九
八
年
の
こ
と
。

ト
ー
マ
ス
・
エ
デ
ィ
ソ
ン
が
派
遣
し
た
撮
影
隊
が
香
港
の
風
景
を
撮

影
し
た
も
の
で
あ
る
（
周
ほ
か 

二
〇
〇
九
：
二
一
―
二
八
）。
そ
の

後
、
一
九
〇
九
年
に
ロ
シ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
ブ
ロ
ツ
キ
ー
が
上
海
に

設
立
し
た
亜
細
亜
影
戯
公
司
に
よ
っ
て
香
港
で
『
ア
ヒ
ル
の
丸
焼
き

泥
棒
』
が
撮
ら
れ
、
や
は
り
ブ
ロ
ツ
キ
ー
の
華
美
公
司
の
も
と
で

黎ラ
イ
・
マ
ン
ウ
ァ
イ

民
偉
が
一
九
一
四
年
頃
に
『
荘
子
妻
を
試
す
』
を
撮
っ
た＊

1

。
そ

れ
か
ら
徐
々
に
香
港
の
映
画
産
業
が
興
隆
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の

だ
が
、
留
意
す
べ
き
は
、
こ
の
時
代
は
無
声
映
画
で
あ
っ
た
た
め
観

客
に
と
っ
て
言
語
の
障
壁
が
少
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
西
洋
の
映
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画
も
、
無
料
で
映
画
の
説
明
書
が
配
布
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
英
語

を
解
さ
な
い
観
客
も
英
語
の
字
幕
の
み
で
も
理
解
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
（
方 

一
九
九
七
：
五
）。
一
九
二
〇
年
前
後
に
は
上
海

で
製
作
さ
れ
た
記
録
映
画
や
京
劇
映
画
が
香
港
で
も
立
て
続
け
に
上

映
さ
れ
て
い
る
（
周
ほ
か 

二
〇
〇
九
：
六
一
）。

香
港
の
映
画
製
作
は
、
そ
の
後
も
上
海
と
軌
を
同
じ
く
し
て
発
展

し
て
い
っ
た
。
一
九
二
三
年
、
黎
民
偉
は
二
人
の
兄
と
と
も
に
香
港

に
映
画
会
社
「
民
新
」
を
設
立
す
る
が
、
そ
こ
に
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
や

上
海
で
映
画
製
作
に
関
わ
っ
た
関
文
清
も
参
画
し
て
い
く
。
こ
の
会

社
は
一
九
二
五
年
に
閉
鎖
す
る
も
翌
年
、
黎
民
偉
は
上
海
で
李
応
生

と
と
も
に
会
社
を
再
興
、
や
が
て
李
応
生
と
訣
別
し
て
一
九
三
〇
年

に
は
「
聯
華
」
の
設
立
に
関
わ
る
。「
聯
華
」
は
上
海
の
み
な
ら

ず
、
黎
民
偉
の
兄
、
黎
北
海
が
香
港
で
経
営
し
て
い
た
香
港
影
片
公

司
を
「
第
三
製
片
廠
」
と
し
て
加
え
、
一
九
三
四
年
ま
で
存
続
す
る

（
周
ほ
か 

二
〇
〇
九
：
六
一
―
九
三
）。
こ
の
間
、
も
ち
ろ
ん
上
海

「
聯
華
」
の
フ
ィ
ル
ム
も
香
港
で
上
映
さ
れ
て
い
た
（
方 

一
九
九

七
：
七
）。
こ
の
「
民
新
」
か
ら
「
聯
華
」
へ
の
流
れ
か
ら
も
、
香

港
の
映
画
界
が
上
海
と
密
接
な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え

る
。
さ
ら
に
、
一
九
三
三
年
に
は
シ
ョ
ウ
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
前
身
と

な
る
上
海
天
一
公
司
が
香
港
で
広
東
語
ト
ー
キ
ー
の
粤
劇
映
画
『
白

金
の
龍
』
を
製
作
し
、
そ
の
後
、
他
の
会
社
も
広
東
語
ト
ー
キ
ー
映

画
の
製
作
に
乗
り
出
す
こ
と
に
な
る
（
周
ほ
か 

二
〇
〇
九
：
九
五
―

一
一
一
）。
特
に
初
期
広
東
語
ト
ー
キ
ー
の
制
作
会
社
と
し
て
重
要

な
「
大
観
」
も
、
関
文
清
が
趙
樹
燊
と
と
も
に
ア
メ
リ
カ
で
設
立
し

た
の
が
そ
の
出
発
点
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
か
ら
見
て
取
れ
る
こ
と
は
、
無
声
映
画
の
時
代
に
せ
よ
、

ト
ー
キ
ー
の
時
代
に
せ
よ
、
歴
史
的
要
因
に
よ
り
数
度
の
中
断
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
香
港
の
映
画
製
作
は
上
海
と
密
接
な
関
わ
り
を
持

ち
、
い
わ
ば
上
海
映
画
の
弟
分
と
し
て
発
展
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
、
上
海
の
み
な
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
と
の
関
わ
り
も

無
視
で
き
な
い
。
香
港
映
画
の
礎
は
、
決
し
て
閉
じ
ら
れ
た
空
間
で

打
ち
立
て
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
上
海
や
海
外
と
の
相
互
作
用
の
中

で
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

Ⅱ
女
優
か
ら
見
る
香
港
映
画
と
上
海
映
画

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
香
港
映
画
界
は
上
海
映
画
界
と
密
接
な
関
係

を
持
っ
て
い
た
と
は
い
え
、
ト
ー
キ
ー
の
時
代
に
入
る
と
言
語
の
壁

が
生
じ
る
。
上
海
映
画
は
基
本
的
に
北
京
の
言
葉
を
中
心
に
作
ら
れ

た
国
語
で
吹
き
込
ま
れ
、
香
港
映
画
は
広
東
語
で
吹
き
込
ま
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
三
名
の
広
東
籍
女
優
が
こ
の
よ
う
な
ト
ー
キ
ー
の
時

代
に
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
か
を
見
て
み
た
い
。

ま
ず
伝
説
的
存
在
と
な
っ
た
大
女
優
、
阮

ロ
ア
ン
・
リ
ン
ユ
ィ

玲
玉
（
一
九
一
〇
―
一

九
三
五
）
で
あ
る
。
彼
女
は
広
東
出
身
だ
が
、
上
海
で
育
っ
た
。
そ

し
て
サ
イ
レ
ン
ト
時
代
の
上
海
映
画
界
の
大
ス
タ
ー
の
座
を
手
に
入

れ
た
。
彼
女
は
男
性
問
題
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
よ
り
自
ら
命
を
断
っ

て
し
ま
う
。
だ
が
、
国
語
を
う
ま
く
話
せ
な
か
っ
た
彼
女
の
自
殺
に

は
も
う
ひ
と
つ
の
要
因
が
あ
っ
た
と
い
う
見
方
も
あ
る
。
女
優
・

黎リ
ー
・
リ
ー
リ
ー

莉
莉
の
回
想
に
よ
る
と
、「
阮
玲
玉
の
死
も
、
一
つ
に
は
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
な
恋
愛
問
題
も
あ
っ
た
け
ど
、
も
う
一
つ
に
は
ト
ー
キ
ー
が

出
て
き
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
た
で
し
ょ
う
ね
。
い
ま
み
た
い
に
ア

テ
レ
コ
は
で
き
な
か
っ
た
か
ら
」（
黎 

一
九
九
二
：
一
二
）
と
い

う
。
こ
と
の
真
偽
は
と
も
か
く
、
確
か
に
北
京
方
言
を
中
心
と
し
て

作
ら
れ
た
国
語
が
話
せ
る
か
ど
う
か
は
、
上
海
の
映
画
人
に
と
っ

て
、
ト
ー
キ
ー
時
代
に
生
き
残
っ
て
い
け
る
か
ど
う
か
を
左
右
す
る

重
要
な
要
素
で
あ
っ
た＊

２

。

一
方
、
阮
玲
玉
の
死
後
、
上
海
映
画
界
の
ス
タ
ー
ダ
ム
に
お
ど
り

出
た
の
が
、
も
う
一
人
の
広
東
籍
の
女
性
、
胡

フ
ー
・
デ
ィ
エ

蝶
（
一
九
〇
七
―
一

九
八
九
）
だ
っ
た＊

３

。
阮
玲
玉
と
同
じ
く
上
海
生
ま
れ
だ
が
、
国
語
も

広
東
語
も
操
る
こ
と
が
で
き
た
。
自
伝
で
は
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
い

な
い
が
、
そ
の
こ
と
は
彼
女
の
女
優
生
活
に
大
き
く
影
響
し
た
は
ず

で
あ
る
。
彼
女
の
特
殊
性
が
も
っ
と
も
現
れ
る
の
は
、
日
中
戦
争
の

勃
発
後
、
上
海
の
映
画
人
が
香
港
に
移
っ
て
き
て
か
ら
の
こ
と
で
あ

る
。
第
二
次
上
海
事
変
の
勃
発
に
伴
い
、
上
海
の
多
く
の
映
画
人
が

内
地
や
香
港
に
活
路
を
求
め
た
。
そ
の
後
の
上
海
～
香
港
映
画
史
に

大
き
な
足
跡
を
残
す
こ
と
に
な
る
張

ジ
ャ
ン
・
シ
ャ
ン
ク
ン

善
琨
（
一
九
〇
五
―
一
九
五

七
）
の
「
新
華
」
も
香
港
で
の
映
画
製
作
に
乗
り
出
し
、
単
独
で
映

画
を
制
作
し
、
ま
た
香
港
の
会
社
と
合
同
で
も
映
画
を
制
作
し
た
。

こ
れ
ら
の
映
画
の
音
声
は
、
ほ
と
ん
ど
が
広
東
語
で
は
な
く
国
語

だ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
南
粤
公
司
と
共
同
で
制
作
し
た
一
九
三
八
年

の
『
頬
紅
に
涙
』
は
特
殊
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
れ
は
阮
玲
玉
主
演

の
『
女
神
』（
一
九
三
四
）
の
リ
メ
イ
ク
で
あ
り
、
広
東
語
版
と
国

語
版
が
同
時
に
撮
影
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
ス
タ
ッ
フ
と
キ
ャ
ス
ト
は

別
々
で
あ
っ
た
も
の
の
、
広
東
語
も
国
語
も
話
す
こ
と
が
で
き
た
胡

蝶
は
双
方
に
主
演
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
方 

一
九
九
七
：
三
七
）。

一
説
に
よ
る
と
、
先
に
南
粤
公
司
が
広
東
語
版
を
制
作
し
、「
新

華
」
が
そ
の
後
で
そ
の
国
語
版
を
完
成
し
た
と
い
い
、
胡
蝶
の
出
演

料
は
広
東
語
版
が
千
元
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
国
語
版
は
五
千
元
と

い
う
、
当
時
の
香
港
の
水
準
で
は
破
格
の
金
額
で
あ
っ
た
（
余 

一

九
九
七
：
一
七
七
）。
彼
女
は
戦
後
の
一
九
四
六
年
に
な
っ
て
再
び

香
港
に
や
っ
て
来
て
、
断
続
的
に
映
画
に
出
演
す
る
。
基
本
的
に
は

国
語
映
画
に
出
演
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
女
優
生
活
の
最
晩
年

に
あ
た
る
一
九
六
〇
年
代
に
入
る
と
、『
孝
の
道
』『
新
・
姉
妹
花
』

『
母
の
愛
』
な
ど
の
広
東
語
映
画
に
も
数
多
く
出
演
し
て
い
る（
胡 

一

九
八
六
：
二
七
四 ; 

方 

一
九
九
七
：
八
三
）。
最
後
ま
で
、
国
語
と
広

東
語
を
股
に
か
け
た
活
躍
を
続
け
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
取
り
上
げ
る
三
人
目
に
し
て
最
後
の
女
優
が
陳

チ
ェ
ン
・
ユ
ン
シ
ャ
ン

雲
裳
（
一

九
一
九
―
）
で
あ
る＊

４

。
彼
女
は
先
の
二
人
と
は
異
な
り
香
港
の
広
東

語
映
画
で
デ
ビ
ュ
ー
し
、
上
海
の
国
語
映
画
へ
と
進
出
し
て
い
っ
た

稀
有
な
存
在
で
あ
る
。
彼
女
は
広
州
で
生
ま
れ
育
ち
、
同
地
で
新
劇
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の
舞
台
に
立
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
、
香
港
に
渡
り
、

一
九
三
五
年
夏
か
ら
一
九
三
八
年
末
ま
で
に
三
四
本
も
の
広
東
語
映

画
に
出
演
し
た
。
だ
が
上
海
映
画
界
の
大
物
・
張
善
琨
に
見
出
さ
れ
、

国
語
を
話
せ
る
こ
と
か
ら
上
海
映
画
に
出
演
す
る
こ
と
に
な
る＊

５

。『
木

蘭
従
軍
』（
一
九
三
九
）
な
ど
に
出
演
し
た
後
、
太
平
洋
戦
争
以
後
、

上
海
が
完
全
に
日
本
の
支
配
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
後
も
映
画
に
出

演
し
続
け
、『
萬
世
流
芳
』（
一
九
四
二
）
で
も
重
要
な
役
ど
こ
ろ
を

演
じ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
す
ぐ
に
映
画
界
か
ら
引
退
し
、

戦
後
は
わ
ず
か
に
香
港
で
復
活
し
た
張
善
琨
の
「
新
華
」
の
三
作

品
、
す
な
わ
ち
復
活
第
一
作
『
曲
が
っ
た
月
が
全
土
を
照
ら
す
』

（
一
九
五
二
）、『
世
に
稀
な
る
女
性
』（
一
九
五
二
）、
オ
ム
ニ
バ
ス

の
『
庭
中
が
春
』（
一
九
五
二
）
に
出
演
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。
国

語
が
話
せ
た
彼
女
は
、
そ
の
能
力
の
お
陰
で
上
海
へ
と
活
躍
の
場
を

移
し
、
ひ
い
て
は
日
本
支
配
下
の
上
海
映
画
に
も
出
演
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
李
香
蘭
こ
と
山
口
淑
子
の
回
想
に
よ
る
と
、
陳
は
満
映
と

の
合
作
映
画
で
あ
る
『
萬
世
流
芳
』
に
出
演
す
る
こ
と
で
売
国
奴
と

罵
る
脅
迫
状
を
受
け
取
っ
た
と
漏
ら
し
て
お
り
、
ま
た
日
本
側
か
ら

は
、
軍
艦
「
出
雲
」
の
艦
長
に
花
束
を
贈
呈
す
る
こ
と
を
強
要
さ
れ

た
と
い
う
（
山
口
ほ
か 

一
九
九
〇
：
二
九
五
―
二
九
七
）。
自
ら
が

政
治
的
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
思
い
も
彼
女
の
女
優
生
活
が

短
命
に
終
わ
っ
た
こ
と
に
影
響
し
た
に
違
い
な
い
。
そ
も
そ
も
当

初
、
張
善
琨
が
彼
女
を
香
港
か
ら
上
海
に
連
れ
て
行
っ
た
の
は
、
香

港
に
居
を
構
え
上
海
に
戻
ろ
う
と
し
な
い
胡
蝶
の
た
め
に
、
ロ
ケ
隊

を
引
き
連
れ
て
香
港
に
撮
影
に
来
る
こ
と
が
割
に
合
わ
な
い
と
思
っ

た
か
ら
だ
と
い
う
説
も
あ
る＊

６

。
彼
女
が
国
語
を
話
す
こ
と
が
で
き
な

け
れ
ば
胡
蝶
の
代
わ
り
に
上
海
に
行
く
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う

し
、
売
国
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
一
方

の
胡
蝶
は
、
上
海
に
は
戻
ら
ず
香
港
陥
落
後
は
国
民
党
重
鎮
の
戴
笠

に
想
い
を
寄
せ
ら
れ
、
重
慶
で
軟
禁
生
活
の
日
々
を
過
ご
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
こ
と
は
彼
女
を
対
日
協
力
な
ど
の
政
治
の
し
が
ら
み
に

巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
防
ぎ
、
結
果
的
に
一
九
六
〇
年
代
に
至
る

ま
で
長
い
女
優
生
活
を
全
う
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
三
人
の
広
東
籍
女
優
の
上
海
・
香
港
映
画
界
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
概
観
し
た
。
国
語
が
話
せ
な
か
っ
た
阮
玲
玉
の
活
躍
の
場

が
ト
ー
キ
ー
に
限
ら
れ
た
の
に
対
し
、
胡
蝶
と
陳
雲
裳
は
、
広
東
語

と
国
語
の
能
力
に
よ
り
上
海
映
画
と
香
港
映
画
の
間
を
往
来
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
は
彼
女
た
ち
の
運
命
を

大
き
く
左
右
し
た
の
で
あ
る
。

Ⅲ
広
東
語
映
画
と
国
語
映
画

さ
て
、
先
に
胡
蝶
に
触
れ
た
際
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
日
中
戦
争

の
勃
発
に
伴
い
、
上
海
か
ら
一
部
の
映
画
人
が
香
港
に
移
住
し
映
画

を
製
作
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
彼
ら
が
製
作
し
た
映
画
の
ほ
と
ん
ど

が
国
語
映
画
だ
っ
た
。
こ
れ
以
降
、
香
港
映
画
の
多
言
語
的
性
格
が

決
定
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
く
が
、
そ
れ
に
は
単
に
映
画
人
が
移
動

し
た
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
人
々
も
戦
乱
に
伴
い
イ
ギ
リ
ス
植
民
地

で
あ
り
安
全
な
香
港
へ
と
移
住
し
た
こ
と
と
も
関
連
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
香
港
映
画
の
特
徴
は
、
移
民
の
町
と
し
て
の
香
港
の
性
格

と
切
り
離
せ
な
い
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
盧
溝
橋
事
変
に
よ
り
全
面
的
な
日
中
戦
争
に
突
入
す

る
以
前
か
ら
、
広
東
語
映
画
の
立
場
は
盤
石
で
は
な
か
っ
た
。
特
に

一
九
三
五
年
以
降
広
東
語
ト
ー
キ
ー
の
製
作
が
本
格
化
す
る
が
、
言

語
的
統
一
を
求
め
る
国
民
政
府
の
製
作
と
の
間
で
軋
轢
が
生
じ
る

（
ま
た
、
そ
れ
を
機
に
、
一
時
は
香
港
を
上
回
る
製
作
本
数
を
誇
っ
た

広
州
の
映
画
製
作
は
衰
え
て
い
く
）。
一
九
三
六
年
春
、
中
国
国
民
政

府
の
中
央
電
影
検
査
委
員
会
は
突
然
方
言
映
画
の
撮
影
の
禁
止
を
宣

告
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
の
香
港
も
、
中
国
領
土
内
の
広
東
を
市

場
と
し
て
い
る
以
上
無
視
で
き
な
い
問
題
と
な
り
、
広
東
語
映
画
業

者
は
請
願
を
行
っ
て
、
広
東
語
映
画
の
持
つ
強
化
の
役
割
を
強
調
、

そ
の
結
果
、
こ
の
禁
令
は
厳
格
に
運
営
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た＊

７

。

そ
う
し
て
、
日
中
戦
争
の
時
期
に
入
る
と
国
語
映
画
と
広
東
語
映

画
の
二
元
体
制
が
確
立
し
て
い
く
が
、
映
画
の
本
数
自
体
は
当
初
は

広
東
語
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。
一
九
三
八
年
の
香
港
で
は

そ
れ
以
外
に
も
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
領
イ
ン
ド
シ
ナ
向
け
の
ベ
ト
ナ
ム

語
映
画
も
二
本
作
ら
れ
て
い
る
（
余 

一
九
九
七
：
一
九
〇
）。

太
平
洋
戦
争
の
時
期
に
な
る
と
香
港
は
日
本
の
軍
政
下
に
入
り
、

多
く
の
映
画
人
は
香
港
を
脱
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
日
本
軍
政
下

の
香
港
で
撮
ら
れ
た
映
画
は
『
香
港
攻
略　

英
国
崩
る
ゝ
の
日
』

（
大
映
、
一
九
四
二
）
一
本
の
み
で
あ
る＊

8

。

戦
後
、
香
港
で
の
映
画
製
作
が
再
開
し
た
の
は
一
九
四
六
年
で
あ
る

が
、
最
初
に
製
作
さ
れ
た
『
蘆
の
花
は
し
お
れ
白
燕
は
飛
ぶ
』
も
最
初

に
上
映
さ
れ
た
『
情
熱
の
炎
』
も
国
語
映
画
だ
っ
た
（
余 

一
九
九
八
：

八
二
―
八
八＊

９
）。
だ
が
、
日
中
戦
争
後
か
ら
一
九
五
〇
年
代
は
じ
め
に

か
け
て
多
く
の
映
画
人
が
上
海
か
ら
香
港
へ
と
移
住
し
て
き
た
と
は

い
え
、
製
作
本
数
で
は
広
東
語
映
画
が
国
語
映
画
を
圧
倒
し
て
い

た
。
例
え
ば
、
香
港
映
画
史
上
映
画
製
作
本
数
が
初
め
て
百
本
を
超

え
た
一
九
四
八
年
は
、
広
東
語
映
画
が
一
二
六
本
、
国
語
映
画
が
一

九
本
（
こ
の
一
九
本
の
中
に
は
『
国
の
魂
』『
清
宮
秘
史
』
と
い
っ
た

大
作
も
含
ま
れ
る
の
だ
が
）
で
あ
り
（
余 

一
九
九
八
：
一
二
六
）、
翌

一
九
四
九
年
は
広
東
語
映
画
が
一
五
三
本
、
国
語
映
画
が
二
七
本
で

あ
る
（
余 

一
九
九
八
：
一
七
一
）。
紙
幅
の
関
係
で
細
か
い
会
社
の

変
遷
な
ど
は
省
略
す
る
が
、
国
語
映
画
も
製
作
本
数
が
徐
々
に
増
加

し
て
い
き
、
豊
富
な
資
金
を
背
景
に
、
映
画
の
質
で
は
広
東
語
映
画

を
圧
倒
し
て
い
た
（
も
ち
ろ
ん
広
東
語
映
画
で
も
傑
作
は
時
折
生
ま

れ
た
も
の
の
）。そ
の
中
で
も
国
語
映
画
界
に
は
大
き
な
変
化
が
あ
っ

た
。
一
九
五
〇
年
代
前
半
は
上
海
か
ら
香
港
へ
の
移
住
組
が
香
港
の

国
語
映
画
界
の
中
心
を
占
め
て
い
た
の
に
対
し
、
少
な
く
と
も
資
本

の
上
で
は
「
電
懋
」「
邵
氏
」
と
い
っ
た
南
洋
に
資
金
源
を
持
つ
会

社
が
中
心
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
（
韓 

二
〇
〇
七
：
六
八
―
七
一
）。

一
九
五
〇
年
代
の
香
港
映
画
の
言
語
的
特
徴
と
し
て
特
筆
す
べ
き
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は
、
広
東
語
・
国
語
映
画
以
外
に
「
厦
語
片
」（
ア
モ
イ
語
映
画
）

と
呼
ば
れ
る
フ
ィ
ル
ム
群
が
作
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
ア
モ
イ
語
映

画
と
は
、
マ
レ
ー
半
島
の
福
建
系
華
僑
を
中
心
と
し
た
キ
ャ
ス
ト
に

よ
り
作
ら
れ
た
映
画
で
あ
る
が
、
そ
の
主
要
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
マ

レ
ー
半
島
の
福
建
系
住
民
だ
け
で
な
く
、
ア
モ
イ
と
言
語
的
共
通
性

を
持
つ
台
湾
（
の
福
建
系
住
民
）
も
含
ん
で
い
た
。
一
九
五
九
年
に

は
香
港
の
映
画
製
作
本
数
が
初
め
て
三
百
本
を
超
え
、
そ
の
う
ち
広

東
語
映
画
は
一
六
九
本
、
国
語
映
画
は
七
六
本
、
ア
モ
イ
語
映
画
は

八
九
本
（
潮
州
語
映
画
九
本
）
と
、
初
め
て
ア
モ
イ
語
映
画
の
本
数

が
国
語
映
画
を
上
回
っ
た
。
た
だ
し
、
ア
モ
イ
語
映
画
は
一
九
六
〇

年
代
に
入
る
と
急
速
に
衰
え
る
こ
と
に
な
る＊

10

。

香
港
で
こ
の
よ
う
に
多
様
な
言
語
の
映
画
が
作
ら
れ
た
の
は
、
香

港
住
民
向
け
と
い
う
よ
り
も
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
の
住
民
を
意
識
し

た
た
め
で
あ
っ
た
。
国
語
映
画
の
場
合
は
、
さ
ら
に
共
産
党
の
支
配

す
る
中
国
大
陸
と
国
民
党
の
支
配
す
る
台
湾
と
い
う
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

意
識
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
国
語
映
画
製
作
会
社
の
中
で
も
、
左

派
に
属
す
る
「
長
城
」
や
「
鳳
凰
」
な
ど
は
中
国
大
陸
で
上
映
可
能

だ
っ
た
が
、
台
湾
で
は
上
映
で
き
な
か
っ
た
。
逆
に
、
張
善
琨
の

「
新
華
」
や
南
洋
よ
り
進
出
し
た
「
電
懋
」「
邵
氏
」
な
ど
の
右
派
に

属
す
る
会
社
は
、
大
陸
で
は
上
映
で
き
な
か
っ
た
が
台
湾
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
頼
り
に
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
香
港
で
製
作
さ
れ
る
映
画
の
言
語
は
必
ず
し
も
香

港
の
現
状
を
反
映
し
た
も
の
と
は
い
え
ず
、
む
し
ろ
映
画
が
上
映
さ

れ
る
市
場
の
事
情
に
依
拠
し
た
部
分
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
と
は
い

え
、
香
港
自
体
も
移
民
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
街
で
あ
り
、
人
々
の

話
す
言
語
も
広
東
語
に
統
一
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ

ん
な
な
か
、
広
東
語
と
国
語
が
飛
び
交
う
映
画
シ
リ
ー
ズ
が
製
作
さ

れ
た
。『
南
北
和
』
シ
リ
ー
ズ
と
呼
ば
れ
る
三
部
作
で
あ
る
（
写

真
）。
製
作
し
た
の
は
、
国
際
電
影
懋
業
有
限
公
司
（
略
称
・
電
懋
、

キ
ャ
セ
イ
）
で
あ
っ
た＊

11

。
同
シ
リ
ー
ズ
は
『
南
北
和
』（
一
九
六

一
）、『
南
と
北
は
一
家
』（
一
九
六
二
）
と
『
南
と
北
の
嬉
し
い
出

会
い
』（
一
九
六
四
）
か
ら
な
り
、
ま
た
他
社
で
も
『
南
北
の
因
縁
』

（
邵
氏
、
一
九
六
一
）、『
南
北
の
姻
戚
』（
龍
鳳
、
一
九
六
四
）、『
南

北
の
お
し
ゃ
べ
り
娘
』（
麗
士
、
一
九
六
五
）
な
ど
の
模
倣
作
が
作

ら
れ
た
（
河
本 
二
〇
一
二
：
五
七
）。
三
部
作
は
す
べ
て
王
天
林
が

監
督
を
務
め
、
後
二
者
は
、
日
本
支
配
下
の
上
海
～
香
港
～
ア
メ
リ

カ
で
活
躍
し
た
作
家
・
張
愛
玲
が
脚
本
を
手
が
け
て
い
る
。
映
画
は

す
べ
て
北
方
（
大
陸
）
と
南
方
（
地
元
香
港
）
の
若
者
男
女
が
親
の

世
代
の
対
立
を
乗
り
越
え
て
結
ば
れ
、
親
の
世
代
も
和
解
す
る
と
い

う
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
対
立
す
る
親
を
演
じ
た

の
は
、
三
部
作
共
通
し
て
香
港
の
粤
劇
（
広
東
オ
ペ
ラ
）
ス
タ
ー
の

梁
醒
波
（
一
九
〇
八
―
一
九
八
一
）
と
、
満
洲
映
画
協
会
出
身
の
俳

優
・
劉
恩
甲
（
一
九
一
六
―
一
九
六
八
）
で
あ
り
、
満
映
か
ら
香
港

へ
移
動
す
る
劉
の
軌
跡
は
興
味
深
い
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
親

の
世
代
に
比
し
て
、
子
供
の
世
代
の
俳
優
た
ち
の
多
く
は
実
際
に
は

広
東
語
と
国
語
の
両
陣
営
に
固
定
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
広

東
語
映
画
と
国
語
映
画
の
間
を
越
境
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。『
南

北
和
』
の
キ
ャ
ス
ト
に
注
目
す
る
と
、
国
語
を
話
す
家
庭
の
娘
役

だ
っ
た
丁
皓
（
一
九
三
九
―
一
九
六
七
）
は
電
懋
に
所
属
し
て
い
た

時
代
は
国
語
映
画
に
出
演
し
て
い
た
が
、
同
社
を
離
れ
た
あ
と
は
広

東
語
映
画
に
出
演
す
る
よ
う
に
な
る
。
一
方
、
広
東
語
を
話
す
家
庭

の
娘
役
で
あ
る
白
露
明
は
、
実
際
に
は
こ
の
当
時
か
ら
国
語
映
画
・

広
東
語
映
画
双
方
に
出
演
し
て
い
る
。
も
う
一
人
、
国
語
を
話
す
家

庭
の
息
子
役
の
雷
震
（
一
九
三
三
―
）
は
国
語
映
画
に
出
演
し
続
け

た
が
、
時
を
隔
て
て
二
〇
〇
〇
年
に
上
映
さ
れ
た
王

ウ
ォ
ン
・
カ
ー
ウ
ァ
イ

家
衛
監
督
の

『
花
様
年
華
』
で
は
ヒ
ロ
イ
ン
・
張マ

ギ
ー
・
チ
ャ
ン

曼
玉
（
一
九
六
四
―
）
の
上
司

役
で
出
演
し
、
広
東
語
を
話
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
親
の
出
身

地
に
か
か
わ
ら
ず
、
若
い
世
代
の
間
で
は
香
港
で
暮
ら
す
こ
と
で
広

東
語
が
実
質
的
に
標
準
語
と
し
て
機
能
し
て
い
く
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
、
香
港
映
画
史
に
お
い
て
は
、
や
が
て
国
語
映
画
が

香
港
映
画
を
圧
倒
し
、
一
九
七
二
年
に
は
広
東
語
映
画
は
一
旦
「
死

滅
」
す
る
こ
と
に
な
る
。
い
っ
た
い
そ
れ
は
ど
う
し
て
起
き
た
の
だ

ろ
う
か
。

Ⅳ
広
東
語
映
画
の
死
滅
と
国
語
映
画
の
隆
盛

本
数
に
お
い
て
国
語
映
画
を
圧
倒
し
て
い
た
広
東
語
映
画
だ
が
、

一
九
六
〇
年
代
末
に
は
本
数
の
上
で
も
国
語
映
画
が
広
東
語
映
画
を

上
回
り
、
一
九
七
一
年
二
月
か
ら
一
九
七
三
年
九
月
に
か
け
て
は
広

東
語
映
画
が
一
本
も
作
ら
れ
な
か
っ
た
（
方 

一
九
九
七
：
一
九
九
）。

い
っ
た
い
ど
う
し
て
広
東
語
映
画
は
こ
れ
ほ
ど
急
速
に
衰
え
た
の
だ

ろ
う
か
。

当
時
の
新
聞
雑
誌
等
で
は
、
以
下
の
四
つ
の
原
因
が
挙
げ
ら
れ
て

い
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
広
東
語
映
画
の
粗
製
濫
造
、
第

二
に
無
料
の
広
東
語
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始
（
一
九
六
七
年
）、
第
三

に
、
国
語
映
画
の
流
行
が
広
東
語
映
画
を
圧
倒
し
た
こ
と
（
字
幕
の

出
現
は
言
語
の
壁
を
消
し
去
っ
た
）、
第
四
に
、
戦
後
に
成
長
し
た
世

代
の
好
み
の
変
化
、
で
あ
る
（
鍾 

二
〇
〇
四
：
一
七
八
）。
一
方
、

歴
史
学
者
の
鍾
寶
賢
は
、
産
業
面
か
ら
そ
の
原
因
を
分
析
し
、
第
一

に
「
電
懋
」「
邵
氏
」
な
ど
の
南
洋
資
本
が
香
港
に
進
出
し
、
デ
ィ 写真『南北和』広告



075 香港映画史再考 074

ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
か
ら
映
画
製
作
に
も
乗
り
出
す
よ
う
に
な
り
、

製
作
、
発
行
、
放
映
に
至
る
ま
で
映
画
業
界
を
壟
断
し
、
小
規
模
な

広
東
語
映
画
業
の
脅
威
と
な
っ
た
こ
と
、
第
二
に
、
東
南
ア
ジ
ア
の

民
族
運
動
が
盛
ん
に
な
り
、
広
東
語
映
画
の
海
外
市
場
が
縮
小
し
た

こ
と
、
第
三
に
広
東
語
映
画
の
不
況
を
目
に
し
た
映
画
館
が
国
語
映

画
や
西
洋
映
画
を
上
映
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
理
由
に
挙
げ
て

い
る
。
鍾
の
議
論
は
、「
粗
製
濫
造
」
あ
る
い
は
「
好
み
」
と
い
っ

た
漠
然
と
し
た
評
価
基
準
を
広
東
語
映
画
衰
退
の
理
由
に
求
め
る
の

で
は
な
く
、
資
本
の
面
か
ら
理
由
を
考
え
よ
う
と
す
る
と
い
う
意
味

で
は
重
要
で
あ
る
が
、
広
東
語
映
画
の
質
の
低
さ
の
問
題
や
テ
レ
ビ

放
送
と
の
関
係
は
無
視
で
き
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
テ
レ
ビ
放
送
の
開
始
と
広
東
語
映
画
の
衰
退
は
必
ず
し
も

因
果
関
係
で
結
ば
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
広
東
語

映
画
の
衰
退
・
復
興
と
テ
レ
ビ
放
送
と
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
例

え
ば
、
広
東
語
映
画
の
衰
退
す
る
な
か
、
俳
優
た
ち
は
国
語
映
画
の

製
作
側
に
転
じ
る
者
も
い
た
が
（
鄧
光
栄
、
呂
奇
な
ど
）、
テ
レ
ビ

俳
優
と
な
っ
て
い
く
者
も
い
た
（
鄭
少
秋
、
王
愛
明
、
沈
澱
霞
ら
）。

や
が
て
、
テ
レ
ビ
放
送
は
広
東
語
映
画
、
さ
ら
に
は
香
港
映
画
全
体

の
隆
盛
に
対
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
の
だ
が
、
そ
れ
は
後
述
す

る
こ
と
に
し
よ
う
。

さ
て
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
一
九
六
〇
年
代
に
は
香
港

の
国
語
映
画
が
黄
金
時
代
を
迎
え
た
。
一
九
五
七
年
に
そ
れ
ま
で
香

港
の
国
語
映
画
界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
「
新
華
」
の
張
善
琨
が
死

去
、
そ
れ
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
南
洋
か
ら
「
電
懋
」「
邵
氏
」
が

進
出
し
て
く
る＊

12

。「
電
懋
」
は
、
日
本
の
東
宝
と
共
同
で
製
作
し
た

宝
田
明
・
尤
敏
主
演
の
『
香
港
の
夜
』（
一
九
六
一
）
か
ら
始
ま
る

「
香
港
三
部
作
」
が
も
ち
ろ
ん
日
本
で
も
上
映
さ
れ
た
し
、「
新
華
」

「
電
懋
」「
邵
氏
」
い
ず
れ
の
会
社
も
日
本
と
協
力
関
係
を
持
ち
、
日

本
の
人
材
や
技
術
を
頼
り
に
し
て
い
た
（
邱 

二
〇
〇
七
）。
だ
が
、

こ
れ
ら
の
会
社
が
市
場
と
し
て
頼
り
に
し
て
い
た
の
は
南
洋
と
台
湾

だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
会
社
は
、
香
港
映
画
界
に
お
い
て
は
右
派
会

社
に
分
類
さ
れ
、
台
湾
と
の
密
接
な
関
係
を
保
っ
た
。
一
方
、
左
派

会
社
に
属
す
る
「
長
城
」「
鳳
凰
」
な
ど
の
会
社
は
中
国
大
陸
の
市

場
を
頼
り
に
し
て
い
た
。
中
国
大
陸
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
香
港
映

画
は
こ
れ
ら
左
派
会
社
の
も
の
の
み
で
あ
り
、
大
陸
の
観
客
に
と
っ

て
左
派
会
社
の
映
画
は
数
少
な
い
資
本
主
義
社
会
の
覗
き
窓
の
役
割

を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
も
と
も
と
移
民
の
町
で
あ
っ
た
香
港
で
は
、
戦
後
、

香
港
生
ま
れ
が
人
口
全
体
に
占
め
る
割
合
が
徐
々
に
高
ま
っ
て
い

く
。
一
九
三
一
年
の
三
二
・
五
％
か
ら
一
九
六
一
年
に
は
四
七
・

七
％
、
一
九
六
六
年
に
は
五
三
・
八
％
と
つ
い
に
過
半
数
を
突
破
す

る
（
谷
垣 

二
〇
〇
一
：
二
一
三
）。
そ
れ
に
つ
れ
て
、
国
語
が
香
港

の
人
々
に
と
っ
て
遠
い
存
在
と
な
っ
て
い
く
。
製
作
サ
イ
ド
に
と
っ

て
ま
ず
解
決
す
べ
き
こ
と
は
、
国
語
を
話
す
こ
と
の
で
き
る
俳
優
の

不
足
と
い
う
問
題
だ
っ
た
。
こ
れ
を
解
決
し
た
の
が
他
人
に
よ
る
吹

替
と
い
う
方
法
で
あ
り
、
本
格
的
に
そ
れ
が
採
用
さ
れ
た
の
は
張
徹

（
一
九
二
三
―
二
〇
〇
二
）
監
督
の
『
虎
が
仇
を
殲
滅
す
る
』（
邵

氏
、
一
九
六
六
）
で
あ
り
、
そ
の
後
の
香
港
の
国
語
映
画
製
作
に
お

い
て
一
般
化
し
て
い
く
（
魏 

二
〇
一
〇
：
四
五
二
―
四
五
三
）。

一
方
、
映
画
の
内
容
に
目
を
向
け
る
と
、
歴
史
物
や
武
俠
映
画
な

ど
で
国
語
を
用
い
る
こ
と
は
全
く
不
自
然
で
は
な
か
っ
た
が
、
同
時

期
の
香
港
を
描
い
た
国
語
映
画
で
は
、
時
に
言
語
的
に
不
自
然
な
場

面
が
現
れ
る
こ
と
も
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
広
東
語
映
画
が
死
滅
し

て
い
た
時
期
に
撮
ら
れ
た
張
徹
監
督
の
『
若
い
人
』（
邵
氏
、
一
九

七
二
）
で
は
、
意
外
な
こ
と
に
三
つ
の
場
面
に
お
い
て
広
東
語
が
流

れ
る
。
香
港
中
文
大
学
で
ロ
ケ
を
行
っ
た
こ
の
「
学
園
も
の
」
は
、

三
人
の
男
性
主
人
公
が
活
躍
す
る
。
す
な
わ
ち
、
狄
龍
は
バ
ス
ケ
ッ

ト
・
ボ
ー
ル
の
試
合
で
大
活
躍
し
、
陳
観
泰
は
武
術
大
会
で
優
勝
、

さ
ら
に
姜
大
衛
は
カ
ー
レ
ー
ス
の
試
合
で
優
勝
す
る
の
だ
が
、
そ
れ

ぞ
れ
が
テ
レ
ビ
放
送
さ
れ
て
い
て
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
試
合
の
模
様

を
実
況
す
る
。
そ
の
実
況
の
言
葉
が
広
東
語
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

当
時
の
香
港
の
テ
レ
ビ
放
送
の
状
況
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

例
え
ば
台
湾
の
観
客
は
こ
れ
を
聞
い
て
も
あ
ま
り
理
解
で
き
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。
ど
の
程
度
リ
ア
ル
に
香
港
を
描
く
の
か
、
そ
し
て
映

画
を
見
る
対
象
を
ど
の
地
域
の
人
々
と
考
え
る
か
に
よ
っ
て
ぶ
れ
が

生
じ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
だ
が
、
一
九
七
〇
年
代
を
通
じ
て
、
国

語
映
画
と
広
東
語
映
画
の
バ
ラ
ン
ス
は
、
再
び
緩
や
か
に
変
化
し
て

い
く
。

Ⅴ
広
東
語
映
画
の
復
権
と
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
イ
ヴ

一
旦
死
滅
し
た
広
東
語
映
画
は
ど
の
よ
う
に
し
て
復
活
し
た
の

か
。
こ
の
問
題
に
対
す
る
答
え
と
し
て
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
の

は
、『
七
十
二
軒
の
店
子
』（
邵
氏
、
一
九
七
三
）
と
『M

r.Boo! 

ギ
ャ
ン
ブ
ル
大
将
』（
嘉
禾
、
一
九
七
四
）
の
登
場
で
あ
る
。

『
七
十
二
軒
の
店
子
』
は
久
々
に
作
ら
れ
た
広
東
語
映
画
だ
っ

た
。
こ
の
物
語
は
も
と
も
と
上
海
方
言
を
用
い
た
芝
居
で
あ
る
「
滑

稽
戯
」
と
し
て
一
九
五
八
年
に
作
ら
れ
、
そ
の
後
一
九
六
三
年
に
ま

ず
は
中
国
大
陸
の
広
州
の
珠
江
電
影
製
片
廠
に
よ
り
映
画
化
さ
れ

た
。
こ
れ
は
広
東
語
が
用
い
ら
れ
、
中
華
人
民
共
和
国
で
撮
ら
れ
た

映
画
と
し
て
は
数
少
な
い
方
言
映
画
で
あ
っ
た
。
だ
が
楚
原
監
督
が

意
識
し
た
の
は
、
香
港
影
視
話
劇
団
が
演
じ
た
舞
台
の
脚
本
だ
っ
た

（
楚
口
述 

二
〇
〇
六
：
三
三
、
一
〇
一
）。
そ
の
脚
本
を
当
時
の
香
港

の
現
実
と
結
合
し
て
描
こ
う
と
し
た
の
だ
が
、
そ
の
際
に
「
邵
氏
」

の
俳
優
と
同
時
に
テ
レ
ビ
番
組
『
歓
楽
今
宵
』
の
メ
ン
バ
ー
を
起
用

し
た
こ
と
は
興
味
深
い
（
楚
口
述 

二
〇
〇
六
：
三
三
）。
そ
の
結
果
、

こ
の
映
画
は
李ブ

ル
ー
ス
・
リ
ー

小
龍
監
督
・
主
演
の
『
ド
ラ
ゴ
ン
へ
の
道
』（
嘉
禾
、

一
九
七
二
）
の
興
行
成
績
を
上
回
っ
た
（
楚
口
述 

二
〇
〇
六
：
三

三
）。一

方
、『M

r.Boo! 

ギ
ャ
ン
ブ
ル
大
将
』
も
テ
レ
ビ
と
密
接
な
関
係
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き
、
方
育
平
の
『
半
辺
人
』（
一
九
八
三
）
は
台
湾
か
ら
ア
メ
リ
カ

留
学
し
て
香
港
に
戻
っ
た
男
と
少
女
と
の
交
遊
を
描
く
、
な
ど
で
あ

る
。
こ
の
新
浪
潮
も
、
一
九
八
三
年
頃
に
は
監
督
た
ち
が
商
業
映
画

に
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
評
論
家
た
ち
を
失
望
さ
せ
る
こ
と

と
な
っ
た
（
羅 

二
〇
〇
六
：
二
五
五
）。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
こ

と
は
香
港
映
画
を
さ
ら
な
る
繁
栄
へ
と
導
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。Ⅵ

九
〇
年
代
以
降
の
香
港
映
画
―
―
大
陸
の
影

ニ
ュ
ー
ウ
ェ
イ
ヴ
以
降
の
香
港
映
画
は
、
香
港
ノ
ワ
ー
ル
と
呼
ば

れ
る
犯
罪
も
の
、
武
俠
映
画
、
コ
メ
デ
ィ
、
恋
愛
も
の
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
発
展
し
て
き
た
。
言
語
的
に
は
ほ
ぼ
広

東
語
一
色
と
言
え
る
状
況
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
本
稿
で

は
香
港
映
画
を
閉
ざ
さ
れ
た
も
の
と
し
て
考
え
る
の
で
は
な
く
他
の

地
域
と
の
交
差
点
と
し
て
捉
え
る
立
場
か
ら
、
内
容
や
言
語
の
面
に

お
い
て
中
国
大
陸
が
香
港
映
画
の
中
に
ど
の
よ
う
に
立
ち
現
れ
る
か

を
、
主
に
本
稿
の
冒
頭
で
も
触
れ
た
陳
可
辛
が
監
督
し
た
映
画
か
ら

考
察
し
た
い
。

陳ピ
ー
タ
ー
・
チ
ャ
ン

可
辛
（
一
九
六
二
―
）
は
タ
イ
華
僑
で
あ
っ
た
映
画
監
督
の
父

の
も
と
香
港
で
生
ま
れ
、
幼
少
期
に
タ
イ
に
戻
る
。
そ
の
後
、
ア
メ

リ
カ
、
香
港
と
移
り
、
映
画
界
に
進
む
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
徐
克

と
同
様
、
彼
も
ま
た
香
港
人
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
外
側
に

位
置
し
て
い
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
彼
は
仲
間
と
と
も
に
電

影
人
製
作
公
司
（
Ｕ
Ｆ
Ｏ
）
を
設
立
、
一
九
九
一
年
に
監
督
デ

ビ
ュ
ー
す
る
が
、
そ
の
初
期
の
フ
ィ
ル
ム
は
も
ち
ろ
ん
広
東
語
映
画

だ
っ
た
。
基
本
的
に
香
港
を
舞
台
に
し
た
恋
愛
な
ど
の
人
間
模
様
を

描
い
て
い
た
彼
の
初
期
の
フ
ィ
ル
ム
の
特
徴
と
し
て
は
、
し
ば
し
ば

古
い
映
画
に
対
す
る
オ
マ
ー
ジ
ュ
が
見
え
隠
れ
す
る
と
こ
ろ
に
あ

る
。
例
え
ば
、
監
督
第
二
作
の
『
風
塵
の
三
俠
客
』（
一
九
九
三
）

は
梁ト

ニ
ー
・
レ
オ
ン

朝
偉
、
梁
家
輝
、
鄭
丹
瑞
の
三
人
の
恋
愛
模
様
を
描
い
た
映
画

で
、
等
身
大
の
香
港
の
若
者
の
姿
が
コ
ミ
カ
ル
に
描
写
さ
れ
る
。
武

俠
映
画
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
題
名
も
そ
の
内
容
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
異

化
効
果
を
生
ん
で
い
る
の
だ
が
、
音
楽
の
面
で
も
昔
の
映
画
を
想
起

さ
せ
る
。
こ
の
中
で
は
「
説
不
出
的
快
活
」
と
い
う
曲
が
主
人
公
た

ち
に
よ
っ
て
（
広
東
語
で
）
歌
わ
れ
、
主
題
歌
的
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
曲
が
も
と
も
と
使
わ
れ
た
映
画
は
国
語
映
画

『
野
薔
薇
の
恋
』（
電
懋
、
一
九
六
〇
）
で
あ
り
、「
電
懋
」
の
最
盛

期
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
映
画
で
あ
っ
た
。
映
画
中
、
同
曲
を
歌
う
の
は

当
時
を
代
表
す
る
歌
手
・
女
優
の
葛

グ
レ
ー
ス
・
チ
ャ
ン
蘭
、
作
曲
し
た
の
は
日
本
か

ら
招
か
れ
た
服
部
良
一
で
あ
る＊

14

。
従
っ
て
、
等
身
大
の
香
港
を
描
い

た
広
東
語
映
画
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
国
語
映
画
の
伝
統
も
意
識
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
、
陳
可
辛
監
督
の
次
作
、『
月
夜
の
願
い
』（
一
九
九

三
）
で
も
同
様
で
あ
る
。
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
に
よ
り
主
人
公
は
四
〇

が
あ
る
。
日
本
で
も
『M

r.Boo!

』
シ
リ
ー
ズ
の
一
つ
と
し
て
人
気
を

博
し
た
こ
の
映
画
は
、
日
本
で
の
公
開
順
と
は
異
な
り
、
許
冠
文
監

督
の
第
一
作
と
な
る
コ
メ
デ
ィ
で
あ
る
。
監
督
自
身
と
そ
の
弟
の

許サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ホ
イ

冠
傑
が
主
演
し
た
こ
の
映
画
は
、
二
人
が
出
演
し
た
テ
レ
ビ
・
コ

メ
デ
ィ
『
双
星
報
喜
』
か
ら
発
展
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
（
鍾 

二
〇

〇
四
：
二
四
九＊

13
）。『M

r.Boo! 

ギ
ャ
ン
ブ
ル
大
将
』
は
『
七
十
二
軒

の
店
子
』
の
記
録
を
更
新
す
る
興
行
成
績
を
上
げ
、
許
冠
文
・
許
冠

傑
兄
弟
は
さ
ら
に
二
人
の
間
に
挟
ま
れ
た
兄
弟
で
あ
る
許リ

ッ
キ
ー
・
ホ
イ

冠
英
を
加

え
て
、
そ
の
後
も
広
東
語
映
画
の
ヒ
ッ
ト
作
を
連
発
し
て
い
く
。
中

で
も
、『M

r.Boo! 

ギ
ャ
ン
ブ
ル
大
将
』
同
様
、『M

r.Boo! 

ミ
ス

タ
ー
・
ブ
ー
』（
一
九
七
六
）
お
よ
び
『
新M

r.Boo! 

ア
ヒ
ル
の
警

備
保
障
』（
一
九
八
一
）
は
、
香
港
の
映
画
興
行
成
績
を
更
新
す
る

大
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
（
魏 

二
〇
一
〇
：
四
二
）。

し
か
し
な
が
ら
、『
七
十
二
軒
の
店
子
』『M

r.Boo! 
ギ
ャ
ン
ブ
ル

大
将
』
以
後
、
す
ぐ
に
広
東
語
映
画
が
国
語
映
画
を
圧
倒
し
た
わ
け

で
は
な
い
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
だ
。
一
九
七
六
年
ま
で
は
、
国
語

映
画
の
方
が
数
の
上
で
広
東
語
映
画
を
遙
か
に
上
回
っ
て
い
る
。
一

九
七
七
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
国
語
映
画
四
二
本
に
対
し
広
東
語
映

画
四
五
本
と
逆
転
し
、
翌
一
九
七
八
年
に
は
国
語
映
画
二
四
本
に
対

し
広
東
語
映
画
七
五
本
と
、
広
東
語
映
画
の
優
位
が
決
定
的
に
な
っ

た
（
と
は
い
っ
て
も
、
こ
の
時
期
は
国
語
映
画
に
せ
よ
広
東
語
映
画
に

せ
よ
音
声
は
吹
替
で
あ
っ
た
た
め
、
製
作
現
場
に
お
い
て
両
者
の
間
に

差
異
は
な
ん
ら
な
か
っ
た
）（
鍾 

二
〇
〇
四
：
二
四
〇
）。
広
東
語
映

画
の
復
権
は
も
ち
ろ
ん
テ
レ
ビ
の
広
東
語
放
送
の
発
展
と
無
関
係
で

は
な
く
、
一
九
七
〇
年
代
半
ば
か
ら
一
九
八
〇
年
代
前
半
に
か
け

て
、
し
だ
い
に
テ
レ
ビ
界
か
ら
映
画
界
へ
と
活
動
の
場
を
広
げ
る
人

材
が
増
え
て
い
っ
た
こ
と
に
あ
る
（
鍾 

二
〇
〇
四
：
二
七
八
）。

な
か
で
も
、
注
目
す
べ
き
は
香
港
新
浪
潮
（
香
港
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
イ

ヴ
）
と
呼
ば
れ
る
現
象
で
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
華
僑
で
あ
っ
た
徐

ツ
イ
・
ハ
ー
ク克

（
一
九
五
〇
―
）、
日
本
人
の
母
を
持
つ
許ア

ン
・
ホ
イ

鞍
華
（
一
九
四
七
―
）、

譚パ
ト
リ
ッ
ク
・
タ
ム

家
明
（
一
九
四
八
―
）、
厳イ

ム
・
ホ
ー浩

（
一
九
五
二
―
）、
方ア

レ
ン
・
フ
ォ
ン

育
平
（
一
九

四
五
―
）
ら
の
監
督
た
ち
が
そ
の
代
表
格
で
あ
る
が
、
彼
ら
も
ま
た

テ
レ
ビ
出
身
で
あ
り
、
そ
の
多
く
は
海
外
に
留
学
し
て
映
画
製
作
な

ど
を
学
ん
で
い
る
。
彼
ら
の
ス
タ
イ
ル
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
従

来
の
画
一
さ
れ
た
ス
タ
イ
ル
に
囚
わ
れ
ず
、
独
自
の
映
像
を
創
り
だ

そ
う
と
努
力
し
た
。
本
稿
が
注
目
し
て
き
た
音
声
に
つ
い
て
言
え

ば
、
従
来
の
ア
フ
レ
コ
に
対
し
、
多
く
の
映
画
で
は
同
時
録
音
を
行

い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
映
画
に
臨
場
感
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
従
っ
て

言
語
と
し
て
は
、
俳
優
が
話
す
こ
と
が
で
き
、
香
港
で
一
般
的
に
使

わ
れ
て
い
る
広
東
語
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
内
容
面

で
は
、
監
督
た
ち
が
外
国
留
学
を
経
験
し
て
い
た
た
め
、
文
化
を
越

境
す
る
内
容
の
も
の
も
多
く
見
ら
れ
た
（
羅 

二
〇
〇
六
：
二
五
六
）。

許
鞍
華
の
『
獣
た
ち
の
熱
い
夜　

あ
る
帰
還
兵
の
記
録
』（
一
九
八

一
）
や
『
望
郷　

ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
』（
一
九
八
二
）
は
と
も
に
ベ

ト
ナ
ム
難
民
を
扱
い
、
譚
家
明
の
『
愛
殺
』（
一
九
八
一
）
で
は
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
香
港
を
行
き
来
す
る
精
神
障
害
者
の
殺
人
を
描
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に
北
京
で
、
周
迅
と
張
学
友
は
と
も
に
大
陸
の
人
間
、
金
城
武
は
北

京
に
留
学
し
て
い
た
こ
と
の
あ
る
香
港
人
で
、
留
学
後
香
港
で
映
画

ス
タ
ー
に
な
り
、
再
び
大
陸
に
撮
影
に
や
っ
て
来
る
と
い
う
設
定
で

あ
る
。
実
際
に
香
港
人
で
あ
る
張
学
友
が
大
陸
の
人
間
を
演
じ
、
逆

に
金
城
武
が
香
港
人
を
演
じ
て
い
る
。
回
想
シ
ー
ン
の
舞
台
は
冬
の

北
京
で
、
そ
の
情
景
が
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
に
描
か
れ
る
。
こ
の
よ
う

に
し
て
、
こ
の
映
画
で
は
香
港
は
希
薄
な
存
在
に
な
っ
て
い
る＊

17

。

陳
可
辛
監
督
は
そ
の
次
に
や
は
り
国
語
映
画
の
『
ウ
ォ
ー
ロ
ー
ド

／
男
た
ち
の
誓
い
』（
二
〇
〇
七
）
を
撮
る
。
こ
こ
で
は
香
港
の
み
な

ら
ず
大
陸
の
資
本
も
参
入
し
、
す
べ
て
中
国
大
陸
で
撮
影
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
出
演
者
が
中
国
大
陸
、
日
台
ハ
ー
フ
、
香
港
な
ど
か
ら

集
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
、
前
作
と
共
通
し
て
い
る
。
音
声
、
キ
ャ
ス

ト
、
ロ
ケ
地
の
い
ず
れ
か
ら
見
て
も
、
香
港
的
な
部
分
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。
た
だ
、
こ
の
映
画
が
香
港
映
画
史
の
延
長
線
上
に
あ
る
こ
と

を
想
起
さ
せ
る
の
は
、
設
定
は
多
少
異
な
る
も
の
の
、
こ
れ
が
「
邵

氏
」
全
盛
期
の
国
語
映
画
で
あ
る
『
ブ
ラ
ッ
ド
・
ブ
ラ
ザ
ー
ス　

刺

馬
』（
一
九
七
三
）
の
リ
メ
イ
ク
的
映
画
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

陳
可
辛
が
中
国
大
陸
に
新
会
社
「
人
人
電
影
」
を
設
立
し
た
後
に

監
督
し
た
『
捜
査
官
Ｘ
』（
二
〇
一
一
）
は
、
今
の
と
こ
ろ
彼
の
最

新
作
で
あ
る
。
こ
れ
は
香
港
で
は
広
東
語
（
一
部
国
語
）
版
が
上
映

さ
れ
、
そ
の
他
の
地
域
で
は
国
語
版
が
上
映
さ
れ
た
模
様
だ
。
大

陸
・
台
湾
・
香
港
出
身
の
キ
ャ
ス
ト
が
入
り
交
じ
っ
て
い
る
の
は
前

作
、
前
前
作
と
同
様
で
、
広
い
中
国
語
圏
（
お
よ
び
そ
の
他
の
海

外
）
向
け
の
制
作
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
出
す
の
は
容
易
で
あ

る
。
だ
が
、
こ
の
映
画
の
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
は
、
一
九
六
〇
年
代

か
ら
一
九
七
〇
年
代
に
か
け
て
香
港
国
語
映
画
～
台
湾
映
画
界
の
大

ア
ク
シ
ョ
ン
ス
タ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
王

ジ
ミ
ー
・
ウ
ォ
ン
グ

羽
（
一
九
四
三
―
）
を

起
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
の
ア
ク
シ
ョ
ン
ス

タ
ー
女
優
、
恵ク

ラ
ラ
・
ウ
ェ
イ

英
紅
も
出
演
し
て
い
る
ほ
か
、
甄ド

ニ
ー
・
イ
エ
ン

子
丹
が
演
じ
る
役

名
は
唐
龍
で
あ
り
、
こ
れ
は
『
ド
ラ
ゴ
ン
へ
の
道
』
に
お
け
る
李
小

龍
の
役
名
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
ち
な
ん
で
付
け
ら
れ
た
李
小
龍
の

そ
っ
く
り
さ
ん
俳
優
の
芸
名
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
デ
ィ
テ
ー

ル
に
気
づ
け
ば
、
陳
監
督
が
以
前
同
様
、
国
語
映
画
を
含
む
香
港
映

画
史
に
対
す
る
オ
マ
ー
ジ
ュ
を
捧
げ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

一
九
九
〇
年
代
の
広
東
語
映
画
一
色
の
時
代
に
あ
っ
て
、
古
い
国

語
映
画
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
を
捧
げ
た
監
督
と
し
て
は
、
爾イ

ー
・
ト
ン
シ
ン

冬
陞
（
一

九
五
七
―
）
の
名
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
秦
沛
、
姜
大
衛
と
い

う
二
人
の
俳
優
を
異
父
兄
に
持
ち
、
自
身
も
「
邵
氏
」
の
ス
タ
ー
俳

優
だ
っ
た
彼
は
、
一
九
九
三
年
に
撮
っ
た
監
督
第
四
作
『
つ
き
せ
ぬ

想
い
』
に
よ
っ
て
人
気
監
督
と
な
る
。
香
港
を
舞
台
に
し
た
こ
の
純

愛
ド
ラ
マ
は
、
全
篇
広
東
語
で
は
あ
る
が
、
や
は
り
か
つ
て
の
国
語

映
画
に
淵
源
が
あ
る
。
題
名
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
こ
れ
は
林
黛
が

主
演
し
た
国
語
映
画
『
尽
き
る
こ
と
の
な
い
想
い
』（
邵
氏
、
一
九

六
一
）
の
枠
組
み
を
借
り
た
も
の
で
あ
る＊
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。
爾
冬
陞
は
、
他
の
監
督

が
北
上
し
、
大
陸
か
ら
の
資
金
を
得
て
大
作
映
画
を
作
る
傾
向
と
は

年
前
の
世
界
へ
と
旅
立
つ
の
だ
が
、
そ
の
過
去
の
世
界
の
下
敷
き
と

な
っ
て
い
る
の
は
、
明
ら
か
に
先
述
の
『
七
十
二
軒
の
店
子
』
で
あ

る
。
一
方
、
映
画
の
中
で
は
、『
風
塵
の
三
俠
客
』
同
様
、
国
語
映

画
・
流
行
歌
曲
界
の
大
ス
タ
ー
・
葛
蘭
が
国
語
で
歌
っ
た
「
我
要
你

的
愛
」
を
広
東
語
で
歌
う
シ
ー
ン
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

広
東
語
映
画
の
復
活
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
映
画
に
オ
マ
ー
ジ
ュ
を

捧
げ
る
と
同
時
に
、
香
港
の
国
語
歌
謡
へ
の
敬
意
が
表
れ
て
い
る
わ

け
で
あ
る
。

陳
可
辛
が
香
港
（
映
画
）＝
広
東
語
と
い
う
観
念
を
さ
ら
に
揺
り

動
か
す
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、
香
港
へ
の
移
民
を
主
人
公
に
し
た

『
ラ
ヴ
ソ
ン
グ
』（
一
九
九
六
）
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
主
人
公
男
女
は

香
港
出
身
で
も
な
く
、
ま
た
香
港
に
安
住
す
る
こ
と
も
な
い
。
一
九

八
〇
年
代
に
そ
れ
ぞ
れ
天
津
と
広
東
省
か
ら
香
港
に
移
住
し
て
き
た

男
女
主
人
公
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
的
背
景
は
異
な
っ
て
い
る
。

黎レ
オ
ン
・
ラ
イ明
演
じ
る
天
津
か
ら
来
た
男
主
人
公
は
、
当
初
全
く
広
東
語
を

話
す
こ
と
が
で
き
ず
香
港
に
馴
染
め
ず
に
い
る
。
一
方
、
張
曼
玉
演

じ
る
ヒ
ロ
イ
ン
は
広
東
出
身
で
あ
る
た
め
広
東
語
は
話
す
こ
と
は
で

き
、
よ
り
香
港
に
馴
染
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
英
語
交
じ
り

の
香
港
人
特
有
の
話
し
方
と
は
距
離
が
あ
っ
た
。
二
人
は
英
会
話
学

校
に
通
い
、
や
が
て
「
香
港
人
」
に
な
っ
て
い
く＊
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。
物
語
は
や
が
て

二
人
を
別
々
に
ア
メ
リ
カ
へ
と
移
動
さ
せ
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
再

会
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
従
っ
て
、
香
港
は
彼
ら
に
と
っ
て
い
っ

た
ん
帰
属
す
る
場
所
と
な
り
な
が
ら
も
、
最
終
的
に
は
通
過
点
に
過

ぎ
な
い
こ
と
と
な
る
。

こ
の
映
画
が
プ
ロ
ッ
ト
の
上
で
以
上
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
一

方
、
映
画
の
中
で
は
鄧テ
レ
サ
・
テ
ン

麗
君
の
音
楽
も
使
わ
れ
、
重
要
な
要
素
を
構

成
し
て
い
る
。
台
湾
の
外
省
人
家
庭
出
身
で
、
香
港
（
や
日
本
）
で

も
活
動
し
、
だ
が
香
港
よ
り
も
長
く
大
陸
の
人
々
に
愛
さ
れ
た
彼
女

は
、
華
人
社
会
全
体
の
ア
イ
コ
ン
で
あ
っ
た
。
こ
の
映
画
で
は
、
香

港
人
と
大
陸
と
の
彼
女
の
音
楽
に
対
す
る
温
度
差
の
違
い
や
彼
女
の

死
去
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
も
織
り
交
ぜ
て
映
画
に
リ
ア
リ
テ
ィ
を
付
与

し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
広
東
語
の
流
行
歌
で
は
な
く
国
語
流
行
歌

が
使
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
以
降
の
香
港
映
画
に
お
け
る
移
民
に
つ
い
て
は
後
で
再

び
触
れ
る
こ
と
と
し
て
、
陳
可
辛
の
フ
ィ
ル
モ
グ
ラ
フ
ィ
に
目
を
戻

せ
ば
、
一
九
九
九
年
に
ハ
リ
ウ
ッ
ド
に
進
出
し
て
『
ラ
ブ
レ
タ
ー
／

誰
か
が
私
に
恋
し
て
る
？
』
を
撮
り
、
さ
ら
に
オ
ム
ニ
バ
ス
映
画
や

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
作
な
ど
で
の
試
行
錯
誤
を
経
た
後
、
久
し
ぶ
り
に
長

篇
監
督
作
と
な
っ
た
の
が
『
ウ
イ
ン
タ
ー
ソ
ン
グ
』（
二
〇
〇
五
）

で
あ
る
。
こ
の
映
画
は
香
港
資
本
で
撮
ら
れ
た
と
は
い
え
、
純
粋
な

香
港
映
画
と
は
言
い
が
た
い
キ
ャ
ス
ト
と
撮
影
場
所
で
あ
っ
た
。
ま

ず
キ
ャ
ス
ト
に
は
日
台
ハ
ー
フ
の
金
城
武
、
大
陸
出
身
の
女
優
・
周

迅
、
香
港
の
張

ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
チ
ュ
ン

学
友
、
韓
国
の
チ
・
ジ
ニ
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で

い
る
。
台
詞
や
歌
詞
は
ほ
ぼ
国
語
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
映
画
で
あ
る＊
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劇
中
劇
で
あ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
場
面
と
そ
れ
以
外
の
写
実
的
な
場
面

が
う
ま
く
溶
け
合
っ
て
い
る
が
、
こ
の
映
画
が
撮
影
さ
れ
た
の
は
主
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ら
や
っ
て
来
た
移
民
も
し
ば
し
ば
香
港
映
画
に
登
場
し
、
近
年
の
香

港
映
画
に
お
け
る
言
語
混
淆
状
況
の
一
つ
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ

と
。
第
三
に
、
香
港
映
画
の
不
況
の
も
と
、
中
国
大
陸
等
の
資
本
と

の
提
携
の
も
と
で
映
画
が
作
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
お
り
、
そ
の

よ
う
な
映
画
で
は
当
然
な
が
ら
言
語
の
混
淆
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
香
港
の
ロ
ー
カ
ル
な
観
客
向
け
に
撮
ら

れ
た
リ
ア
リ
ズ
ム
映
画
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
は
大
陸
と
の
関
わ
り

が
影
を
落
と
し
て
い
る
こ
と
も
強
調
し
て
お
き
た
い
。

ま
と
め

本
稿
で
は
、「
香
港
映
画
＝
広
東
語
映
画
」
と
い
う
定
見
に
対

し
、
歴
史
的
な
視
角
か
ら
疑
義
を
唱
え
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
事

実
、
一
九
七
〇
年
代
は
じ
め
に
は
、
広
東
語
映
画
が
死
滅
し
、
国
語

映
画
が
全
盛
の
時
期
も
あ
っ
た
。
そ
れ
以
外
に
も
東
南
ア
ジ
ア
や
台

湾
マ
ー
ケ
ッ
ト
向
け
に
ア
モ
イ
語
映
画
が
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
す

で
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
香
港
と
い
う
映
画
の
都
は
、
香
港
の
中
だ

け
に
安
住
し
て
い
た
の
で
は
な
い
。
早
く
か
ら
上
海
映
画
界
と
交
渉

を
持
っ
て
い
た
香
港
は
、
戦
後
は
東
南
ア
ジ
ア
、
台
湾
、
そ
し
て
中

国
大
陸
に
映
画
を
供
給
す
る
拠
点
と
な
っ
て
い
っ
た
。
香
港
映
画
で

使
わ
れ
る
言
語
が
複
数
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
そ
も
そ
も
香
港
映

画
は
閉
じ
ら
れ
た
世
界
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
対
象
と
す
る
観
客
も

早
く
か
ら
ア
ジ
ア
に
広
が
っ
て
い
た
し
、
俳
優
や
ス
タ
ッ
フ
も
大
陸

や
台
湾
か
ら
や
っ
て
来
た
人
が
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
特
に

ニ
ュ
ー
ウ
ェ
イ
ヴ
映
画
以
降
は
、
香
港
映
画
は
ロ
ー
カ
ル
の
香
港
の

世
界
を
描
く
広
東
語
映
画
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
化
さ
れ

た
。
だ
が
、
一
九
九
〇
年
代
、
特
に
一
九
九
七
年
の
香
港
返
還
以

後
、
大
陸
と
の
人
の
行
き
来
も
盛
ん
に
な
り
、
映
画
の
合
作
な
ど
も

多
く
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
一
方
、
実
際
に
大
陸
か
ら
香
港
に
渡
っ

て
く
る
新
移
民
も
急
速
に
増
加
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
な
か
、
近
年
、
香
港
の
映
画
人
の
中
に
は
北
上
し
て

大
陸
資
本
で
映
画
を
撮
る
ケ
ー
ス
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
一

方
で
、
香
港
に
と
ど
ま
っ
て
香
港
を
描
く
こ
と
に
こ
だ
わ
る
監
督
も

い
る
。
ど
ち
ら
か
片
方
に
肩
入
れ
す
る
こ
と
は
不
毛
で
あ
ろ
う
。
そ

も
そ
も
香
港
映
画
と
は
交
通
の
多
い
交
差
点
の
よ
う
な
も
の
で
あ

り
、
人
間
も
映
画
も
そ
こ
を
た
く
さ
ん
通
り
過
ぎ
、
動
く
も
の
は
動

き
、
と
ど
ま
る
も
の
は
と
ど
ま
る
よ
う
な
場
所
で
あ
る
か
ら
だ
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ま
で
の
長
い
歴
史
の
中
で
香
港
で
培
わ
れ
た
映

画
製
作
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
今
後
も
中
国
語
圏
、
東
ア
ジ
ア
、
な
い
し
ハ

リ
ウ
ッ
ド
を
含
む
世
界
中
で
さ
ら
な
る
進
化
を
遂
げ
て
い
く
に
違
い

な
い
。

反
対
に
、
香
港
に
と
ど
ま
り
続
け
、
香
港
の
現
実
を
反
映
し
た
映
画

製
作
を
続
け
て
い
る
。
だ
が
、
そ
ん
な
彼
の
映
画
に
も
国
語
映
画
の

影
響
が
見
て
取
れ
る
の
は
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

香
港
と
大
陸
の
合
作
、
あ
る
い
は
国
際
的
な
合
作
に
よ
っ
て
多
言

語
映
画
が
出
現
し
て
い
る
の
も
近
年
の
特
徴
で
あ
る
。
例
え
ば
王
家

衛
監
督
が
香
港
・
中
国
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
資
本
で
撮
っ
た
『
２

０
４
６
』（
二
〇
〇
四
）
で
は
広
東
語
、
国
語
、
日
本
語
が
飛
び
交

う
が
、
こ
れ
は
出
演
俳
優
の
言
語
的
能
力
と
い
う
理
由
も
考
え
ら
れ

る
一
方
、
監
督
自
身
は
「
一
九
六
〇
年
代
当
時
の
香
港
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
所
か
ら
人
が
集
っ
て
き
た
か
ら
、
異
な
る
言
語
が
飛
び
交
う

こ
と
は
さ
ほ
ど
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
ん
だ
よ
」
と
述
べ
て

い
る
（
東
和
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン 

二
〇
〇
四 ; 
韓
二
〇
〇
八
：
六
〇
）。

思
え
ば
王
家
衛
は
そ
れ
以
前
か
ら
香
港
に
お
け
る
上
海
文
化
を
描
い

て
き
た
。『
欲
望
の
翼
』（
一
九
九
〇
）、『
花
様
年
華
』（
二
〇
〇
〇
）

に
は
と
も
に
本
業
は
歌
手
で
あ
る
潘レ

ベ
ッ
カ
・
パ
ン

迪
華
が
出
演
し
、
上
海
語
を
話

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
や
は
り
一
九
六
〇
年
代
の
香
港
が
舞
台
で
あ

り
、
ま
だ
香
港
生
ま
れ
が
人
口
の
過
半
数
に
達
す
る
前
の
時
代
を
描

い
て
い
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
言
語
混
淆
は
当
然
あ
り
が
ち
な
こ
と

で
あ
っ
た
。『
花
様
年
華
』
に
は
さ
ら
に
周
璇
が
歌
う
上
海
の
国
語

歌
謡
「
花
様
的
年
華
」
も
使
わ
れ
て
い
て
、
上
海
イ
メ
ー
ジ
に
満
ち

あ
ふ
れ
て
い
る
（
梁 

二
〇
〇
七
：
一
〇
〇
）。
王
監
督
自
身
が
一
九

六
〇
年
代
は
じ
め
に
上
海
か
ら
香
港
に
移
住
し
た
経
験
を
持
つ
こ
と

も
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

世
界
的
に
ヒ
ッ
ト
し
た
言
語
混
淆
映
画
と
し
て
は
、
周
チ
ャ
ウ
・
シ
ン
チ
ー

星
馳
・
李

力
持
監
督
の
『
少
林
サ
ッ
カ
ー
』（
二
〇
〇
一
）
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
る＊
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台
湾
な
ど
で
は
国
語
版
が
上
映
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
他
の

地
域
で
は
広
東
語
版
が
上
映
さ
れ
、
広
東
語
の
中
に
国
語
が
混
ざ
っ

て
い
る
。
趙

ヴ
ィ
ッ
キ
ー
・
チ
ャ
オ

薇
が
演
じ
る
ヒ
ロ
イ
ン
は
基
本
的
に
国
語
を
話
し
、

周
星
馳
演
じ
る
主
人
公
は
彼
女
に
話
し
か
け
る
と
き
だ
け
は
国
語
を

話
す
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
ヒ
ロ
イ
ン
が
大
陸
か
ら
来
た
新
移
民

で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

大
陸
か
ら
の
新
移
民
と
い
え
ば
、
よ
り
香
港
の
現
実
を
反
映
し
よ

う
と
す
る
映
画
の
中
に
登
場
す
る
の
は
必
然
で
あ
っ
た
。
許
鞍
華
監

督
の
『
夜
と
霧
』（
二
〇
〇
九
）
は
、
深
圳
で
娼
婦
を
し
て
い
た
四

川
省
出
身
の
女
性
が
香
港
人
の
夫
と
結
婚
し
て
香
港
に
移
る
も
、
夫

の
家
庭
内
暴
力
を
受
け
続
け
、
無
理
心
中
に
よ
り
殺
さ
れ
て
し
ま
う

と
い
う
実
話
に
基
づ
く
壮
絶
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
描
か
れ
る
。
大
陸
の

場
面
を
含
む
こ
の
映
画
に
は
、
も
ち
ろ
ん
一
部
で
四
川
方
言
や
国
語

が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
香
港
の
現
実
で
あ
る
。

以
上
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
香
港
映
画
に
見
ら
れ
る
大
陸
／
国

語
の
要
素
を
概
観
し
て
き
た
。
こ
こ
で
言
及
し
た
も
の
以
外
に
も
、

国
語
が
使
わ
れ
た
り
、
大
陸
ロ
ケ
が
行
わ
れ
た
り
し
た
映
画
は
枚
挙

に
暇
が
な
い
。
本
節
の
内
容
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

第
一
に
、
近
年
の
広
東
語
映
画
の
中
に
も
か
つ
て
の
黄
金
時
代
の
国

語
映
画
を
踏
ま
え
て
作
ら
れ
た
も
の
が
少
な
く
な
い
こ
と
。
第
二

に
、
一
九
六
〇
年
代
以
前
や
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
香
港
に
大
陸
か
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ぐ
っ
て
」『
映
像
学
』
通
巻
七
三
号
、
五
―
二
二
頁
。

韓
燕
麗
（
二
〇
〇
七
）「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
メ
ロ
ド
ラ
マ
の
政
治
学
―
―
一

九
五
〇
年
代
の
香
港
「
国
片
」
と
変
貌
す
る
母
の
表
象
」『
野
草
』
第

八
〇
号
、
六
一
―
七
七
頁
。

韓
燕
麗
（
二
〇
〇
八
）「
サ
ウ
ン
ド
・
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
聞
き
取
れ
る
も
の

―
―
言
語
混
交
の
映
画
か
ら
見
る
香
港
人
意
識
の
形
成
と
変
容
」『
野

草
』
第
八
一
号
、
五
七
―
七
〇
頁
。

韓
燕
麗
（
二
〇
一
〇
）「
国
防
映
画
運
動
と
は
何
か
―
―
戦
時
中
の
中
国

に
お
け
る
抗
日
を
テ
ー
マ
と
す
る
映
画
の
製
作
に
つ
い
て
」
石
川
禎
浩

編
『
中
国
社
会
主
義
文
化
の
研
究　

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
附
属

現
代
中
国
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
報
告
』
九
五
―
一
一
三
頁
。

邱
淑
婷
（
二
〇
〇
七
）『
香
港
・
日
本
映
画
交
流
史
―
―
ア
ジ
ア
映
画
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
ル
ー
ツ
を
探
る
』
東
京
大
学
出
版
会
。

謝
璡
（
二
〇
一
〇
）「
恋
愛
映
画
に
見
る
変
貌
す
る
「
香
港
性
」：
陳
可
辛

（
ピ
ー
タ
ー
・
チ
ャ
ン
）
監
督
の
映
画
『
ラ
ブ
・
ソ
ン
グ
』
と
『
ウ
ィ

ン
タ
ー
・
ソ
ン
グ
』
と
の
比
較
を
通
し
て
」『
メ
デ
ィ
ア
と
社
会
』
第

二
号
、
一
二
九
―
一
四
四
頁
。

高
橋
俊
（
二
〇
〇
二
）「
民
国
時
期
上
海
の
ラ
ジ
オ
放
送
に
お
け
る
使
用

言
語
に
つ
い
て
―
―
国
語
普
及
と
の
関
連
か
ら
」『
饕
餮
』
第
十
号
、

五
二
―
六
三
頁
。

高
橋
俊
（
二
〇
〇
六
）「
遅
れ
て
き
た
〈
新
生
活
〉
―
―
一
九
三
六
〜
三

七
年
に
お
け
る
「
広
東
語
映
画
禁
止
」
問
題
に
つ
い
て
」『
高
知
大
国

文
』
第
三
七
号
、
一
―
二
〇
頁
。

谷
垣
真
理
子
（
二
〇
〇
一
）「
第
九
章　

香
港
」『
経
済
の
発
展
・
衰
退
・

再
生
に
関
す
る
研
究
会
報
告
書
』
財
務
省
財
務
総
合
政
策
研
究
所
、
二

一
一
―
二
三
七
頁
。

東
和
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
（
二
〇
〇
四
）『
２
０
４
６
』（
映
画
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
）。

西
村
正
男
（
二
〇
一
一
）「
映
画
『
桃
花
江
』
に
見
る
中
国
性
」『
未
名
』

二
十
九
号
、
五
九
―
八
二
頁
。

野
崎
歓
（
二
〇
一
二
）「
香
港
映
画
総
論
」
夏
目
深
雪
・
佐
野
亨
編
『
ア

ジ
ア
映
画
の
森
―
―
新
世
紀
の
映
画
地
図
』
作
品
社
、
九
六
―
九
八
頁
。

三
澤
真
美
恵
（
二
〇
一
〇
）『「
帝
国
」
と
「
祖
国
」
の
は
ざ
ま
―
―
植
民

地
期
台
湾
映
画
人
の
考
証
と
越
境
』
岩
波
書
店
。

山
口
淑
子
・
藤
原
作
弥
（
一
九
九
〇
）『
李
香
蘭　

私
の
半
生
』（
新
潮
文

庫
）
新
潮
社
。

梁
秉
鈞
（
也
斯
）（
韓
燕
麗
訳
）（
二
〇
〇
七
）「
ウ
ォ
ン
・
カ
ー
ウ
ァ
イ

映
画
と
香
港
」『
野
草
』
第
八
〇
号
。

黎
莉
莉
（
聞
き
手
・
大
場
正
敏
、
刈
間
文
俊
訳
）（
一
九
九
二
）「
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー　

女
優　

黎
莉
莉
、
上
海
映
画
を
語
る
」
東
京
国
立
近
代
美
術

館
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
編
『
Ｆ
Ｃ
九
一　

孫
瑜
監
督
と
上
海
映
画
の
仲

間
た
ち
―
―
中
国
映
画
の
回
顧
』
東
京
国
立
近
代
美
術
館
、
六
―
一
七

頁
。

楚
原
口
述
（
二
〇
〇
六
）《
香
港
影
人
口
述
歷
史
叢
書
之
三
：
楚
原
》
香

港
電
影
資
料
館
。

方
保
羅
（
一
九
九
七
）《
圖
說
香
港
電
影
史
一
九
二
〇
―
一
九
七
〇
》
三

聯
書
店
。

◉
注

＊	
１	

こ
の
映
画
が
撮
ら
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
（
周
ほ
か 

二
〇
〇
九
：

二
八
―
四
一
）
に
詳
し
い
。

＊	

２	
こ
の
黎
莉
莉
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
注
目
し
た
先
行
研
究
と
し
て

（
高
橋 
二
〇
〇
二
）
が
あ
る
。

＊	

３	

彼
女
の
経
歴
に
つ
い
て
は
自
伝
（
胡 

一
九
八
六
）
に
詳
し
い
。

＊	

４	

以
下
、
陳
雲
裳
の
経
歴
に
つ
い
て
は
（
盧
主
編 

二
〇
〇
一
）
を
参

照
。

＊	

５	

こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
（
左
ほ
か
編 

二
〇
〇
一
：
五
四
―
五
六
）

に
も
詳
し
い
。

＊	

６	
http://baike.baidu.com

/view
/331362.htm

（
二
〇
一
二
年
九

月
二
日
）。

＊	

７	

方
言
映
画
禁
止
令
と
そ
の
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、（
周
ほ
か 

二

〇
〇
九
：
一
九
八
―
二
〇
一 ; 

韓 

二
〇
一
〇
：
一
〇
五
―
一
〇
六
）
の

ほ
か
、
以
下
の
文
献
も
参
照
。（
韓  

二
〇
〇
四 ; 
高
橋 
二
〇
〇
六
）。

＊	

８	

こ
の
映
画
に
つ
い
て
は
（
韓 

二
〇
一
一
）
を
参
照
。

＊	

９	

な
お
、『
蘆
の
花
は
し
お
れ
白
燕
は
飛
ぶ
』
の
監
督
は
台
湾
出
身

で
重
慶
・
香
港
・
上
海
で
映
画
を
撮
っ
た
何
非
光
で
あ
る
。
何
非
光
に

つ
い
て
は
（
黃
編 

二
〇
〇
〇 ; 

三
澤 

二
〇
一
〇
）
を
参
照
。

＊	

10	

香
港
で
製
作
さ
れ
た
「
厦
語
片
」
に
つ
い
て
は
（
蒲 

二
〇
一
二
）

を
参
照
。

＊	

11	

同
シ
リ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
（
韓 

二
〇
〇
八 ; 

河
本 

二
〇
一
二
）

を
参
照
。

＊	

12	

こ
の
当
時
の
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
は
（
西
村 

二
〇
一
一
）
で
も

言
及
し
た
。

＊	

13	

な
お
、『
双
星
報
喜
』
の
一
部
は
、
日
本
で
も
『
ベ
ス
ト
・
オ
ブ
・

ホ
イ
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
・
シ
ョ
ウ
』
と
し
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
発
売
さ
れ
て
い
る
。

＊	

14	

た
だ
し
、
こ
の
曲
は
こ
の
映
画
の
た
め
に
作
ら
れ
た
わ
け
で
は
な

く
、
一
九
五
六
年
に
笠
置
シ
ヅ
子
と
旗
照
夫
が
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
に

「
ジ
ャ
ジ
ャ
ム
ボ
」
と
し
て
吹
き
込
ん
だ
の
が
原
曲
で
あ
る
。

＊	

15	

主
人
公
た
ち
の
言
語
的
背
景
に
つ
い
て
は
（
韓 

二
〇
〇
八
：
六
六

―
六
七
）
を
参
照 

。

＊	

16	

こ
の
映
画
に
お
け
る
金
城
武
（
主
演
俳
優
役
）、
周
迅
（
主
演
女

優
役
）、
張
学
友
（
監
督
役
）
ら
の
三
角
関
係
は
、
服
部
良
一
が
音
楽

を
担
当
し
た
国
語
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
映
画
『
ど
う
し
た
ら
彼
女
を
忘
れ
ら

れ
る
？
』（
電
懋
、
易
文
・
王
天
林
監
督
、
一
九
六
三
）
に
お
け
る
歌

舞
団
の
団
長
、
女
優
、
音
楽
家
の
三
者
の
間
の
関
係
と
類
似
し
て
お

り
、
と
も
に
危
険
な
落
下
シ
ー
ン
が
描
か
れ
て
い
る
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

映
画
を
撮
る
際
に
香
港
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
映
画
全
盛
期
の
『
ど
う
し
た
ら

彼
女
を
忘
れ
ら
れ
る
？
』
を
意
識
し
た
こ
と
は
あ
り
う
る
か
も
し
れ
な

い
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
も
『
風
塵
の
三
俠
客
』『
月
夜
の
願
い
』
同

様
、
歌
手
・
女
優
で
あ
る
葛
蘭
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

＊	

17	

な
お
『
ウ
イ
ン
タ
ー
ソ
ン
グ
』
と
『
ラ
ヴ
ソ
ン
グ
』
を
比
較
し
、

前
者
に
「
香
港
性
」
の
否
定
を
見
出
す
論
考
に
（
謝 

二
〇
一
〇
）
が
あ

る
。

＊	

18	

さ
ら
に
こ
の
『
つ
き
せ
ぬ
想
い
』
の
枠
組
み
は
日
本
の
二
〇
〇
六

年
の
映
画
／
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
『
タ
イ
ヨ
ウ
の
う
た
』
に
引
き
継
が
れ
て

い
る
。

＊	
19	
香
港
と
中
国
大
陸
の
資
本
で
撮
ら
れ
た
周
星
馳
監
督
の
次
作
『
カ

ン
フ
ー
・
ハ
ッ
ス
ル
』（
二
〇
〇
四
）
で
も
、
国
語
を
話
す
俳
優
と
広

東
語
を
話
す
俳
優
が
混
在
し
て
い
る
。
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（
二
〇
〇
五
）、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
。

『
国
の
魂
』…
…
①
國
魂
、
②
ブ
ー
・
ワ
ン
ツ
ァ
ン
（
卜
萬
蒼
）、
③
一
九

四
八
年
、
④
香
港
、
⑤
北
京
語
、
⑥
未
公
開
。

『
獣
た
ち
の
熱
い
夜　

あ
る
帰
還
兵
の
記
録
』…
…
①
胡
越
的
故
事
〔
胡
越

の
物
語
〕、
②
ア
ン
・
ホ
イ
（
ホ
イ
・
オ
ン
ワ
ー
、
許
鞍
華
）、
③
一
九

八
一
年
、
④
香
港
、
⑤
広
東
語
、
⑥
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
。

『
孝
の
道
』…
…
①
孝
道
、
②
ジ
ュ
ウ
・
ゲ
イ
（
珠
璣
）、
③
一
九
六
〇
年
、

④
香
港
、
⑤
広
東
語
、
⑥
未
公
開
。

『
情
熱
の
炎
』…
…
①
情
燄
、
②
モ
ク
・
ホ
ン
シ
ー
（
莫
康
時
）、
③
一
九

四
六
年
、
④
香
港
、
⑤
広
東
語
、
⑥
未
公
開
。

『
少
林
サ
ッ
カ
ー
』…
…
①
少
林
足
球
、
②
チ
ャ
ウ
・
シ
ン
チ
ー
（
周
星

馳
）、
③
二
〇
〇
一
年
、
④
香
港
、
⑤
広
東
語
、
北
京
語
、
⑥
劇
場
公

開
（
二
〇
〇
二
）、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
。

『
白
金
の
龍
』…
…
①
白
金
龍
、
②
ト
ン
・
ヒ
ュ
ウ
ダ
ン
（
湯
曉
丹
）、
③

一
九
三
三
年
、
④
香
港
、
⑤
広
東
語
、
⑥
未
公
開
。

『
清
宮
秘
史
』…
…
①
清
宮
秘
史
、
②
ジ
ュ
ー
・
シ
ー
リ
ン
（
朱
石
麟
）、

③
一
九
四
八
年
、
④
香
港
、
⑤
北
京
語
、
⑥
劇
場
公
開
（
一
九
五
三
）。

『
新
・
姉
妹
花
』…
…
①
新
姊
妹
花
、
②
ウ
ー
・
パ
ン
（
胡
鵬
）、
③
一
九

六
二
年
、
④
香
港
、
⑤
広
東
語
、
⑥
未
公
開
。

『
新M

r.Boo!　

ア
ヒ
ル
の
警
備
保
障
』…
…
①
摩
登
保
鑣
〔
現
代
の
鏢

局
〕、
②
マ
イ
ケ
ル
・
ホ
イ
（
ホ
イ
・
グ
ン
マ
ン
、
許
冠
文
）、
③
一
九

八
一
年
、
④
香
港
、
⑤
広
東
語
、
⑥
劇
場
公
開
（
一
九
八
二
）、
ビ
デ

オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
。

『
捜
査
官
Ｘ
』…
…
①
武
俠
、
②
ピ
ー
タ
ー
・
チ
ャ
ン
（
チ
ェ
ン
・
コ
ー
シ

ン
、
陳
可
辛
）、
③
二
〇
一
一
年
、
④
中
国
、
香
港
、
⑤
北
京
語
、
⑥

劇
場
公
開
（
二
〇
一
二
）、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
。

『
荘
子
妻
を
試
す
』…
…
①
莊
子
試
妻
、
②
ラ
イ
・
ミ
ン
ウ
ァ
イ
（
黎
民

偉
）、
③
一
九
一
四
年
、
④
香
港
、
⑤
サ
イ
レ
ン
ト
、
⑥
未
公
開
。

『
タ
イ
ヨ
ウ
の
う
た
』…
…
①
タ
イ
ヨ
ウ
の
う
た
、
②
小
泉
徳
宏
、
③
二
〇

〇
六
年
、
④
日
本
、
⑤
日
本
語
、
⑥
劇
場
公
開
（
二
〇
〇
六
）、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
販
売
。

『
つ
き
せ
ぬ
想
い
』…
…
①
新
不
了
情
、
②
イ
ー
・
ト
ン
シ
ン
（
爾
冬
陞
）、

③
一
九
九
三
年
、
④
香
港
、
⑤
広
東
語
、
⑥
劇
場
公
開
（
一
九
九
四
）、

ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
。

『
月
夜
の
願
い
』…
…
①
新
難
兄
難
弟
〔
新
・
苦
難
を
と
も
に
し
た
心
の

友
〕、
②
ピ
ー
タ
ー
・
チ
ャ
ン
（
チ
ャ
ン
・
ホ
ー
サ
ン
、
陳
可
辛
）、

リ
ー
・
チ
ー
ガ
イ
（
李
志
毅
）、
③
一
九
九
三
年
、
④
香
港
、
⑤
広
東

語
、
⑥
劇
場
公
開
（
一
九
九
六
）、
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
。

『
尽
き
る
こ
と
の
な
い
思
い
』…
…
①
不
了
情
、
②
タ
オ
・
チ
ン
（
陶
秦
）、

③
一
九
六
一
年
、
④
香
港
、
⑤
北
京
語
、
⑥
未
公
開
。

『
ど
う
し
た
ら
彼
女
を
忘
れ
ら
れ
る
？
』…
…
①
教
我
如
何
不
想
她
、
②

イ
ー
・
ウ
ェ
ン
（
易
文
）、
ワ
ン
・
テ
ィ
エ
ン
リ
ン
（
王
天
林
）、
③
一

九
六
三
年
、
④
香
港
、
⑤
北
京
語
、
⑥
未
公
開
。

『
虎
が
仇
を
殲
滅
す
る
』…
…
①
虎
俠
殲
仇
、
②
ジ
ャ
ン
・
チ
ョ
ー
（
張

徹
）、
③
一
九
六
六
年
、
④
香
港
、
⑤
北
京
語
、
⑥
未
公
開
。

『
ド
ラ
ゴ
ン
へ
の
道
』…
…
①
猛
龍
過
江
〔
ド
ラ
ゴ
ン
海
を
渡
る
〕、
②
ブ

ル
ー
ス
・
リ
ー
（
リ
ー
・
シ
ャ
オ
ロ
ン
、
李
小
龍
）、
③
一
九
七
二
年
、

④
香
港
、
⑤
北
京
語
、
⑥
劇
場
公
開
（
一
九
七
五
）、
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ

Ｄ
販
売
。

『
七
十
二
軒
の
店
子
』…
…
①
七
十
二
家
房
客
、
②
チ
ョ
ー
・
ユ
ン
（
楚

原
）、
③
一
九
七
三
年
、
④
香
港
、
⑤
広
東
語
、
⑥
未
公
開
。

『
南
北
の
因
縁
』…
…
①
南
北
姻
緣
、
②
チ
ャ
ウ
・
シ
ー
ル
ク
（
周
詩
祿
）、

韓
燕
麗
（
二
〇
一
一
）「
香
港
攻
略
戰
：
記
日
據
時
期
唯
一
一
部
在
香
港

攝
製
的
劇
情
片
」《
香
港
電
影
資
料
館
通
訊
》
五
八
、
一
九
―
二
四
頁
。

黃
仁
編
（
二
〇
〇
〇
）《
何
非
光
：
圖
文
資
料
彙
編
》
國
家
電
影
資
料
館
。

胡
蝶
（
一
九
八
六
）《
胡
蝶
回
憶
錄
》
聯
合
報
社
。

蒲
鋒
（
二
〇
一
二
）「
被
遺
忘
的
香
港
影
史
一
偶
」《
香
港
電
影
資
料
館
通

訊
》
五
九
、
三
―
六
頁
。

盧
琰
源
主
編
（
二
〇
〇
一
）《
一
代
影
后
陳
雲
裳
》
新
華
出
版
社
。

http://baike.baidu.com
/view

/331362.htm

。

羅
卡
（
二
〇
〇
六
）《
香
港
電
影
點
與
線
》
香
港
聯
合
書
刊
物
流
有
限
公

司
。

魏
君
子
（
二
〇
一
〇
）《
香
港
電
影
演
義
》
時
英
出
版
社
。

余
慕
雲
（
一
九
九
七
）《
香
港
電
影
史
話
（
卷
二
）：
三
十
年
代
》
次
文
化

有
限
公
司
。

余
慕
雲
（
一
九
九
八
）《
香
港
電
影
史
話
（
卷
三
）：
四
十
年
代
》
次
文
化

有
限
公
司
。

鍾
寶
賢
（
二
〇
〇
四
）《
香
港
影
視
業
百
年
》
三
聯
書
店
。

周
承
人
・
李
以
莊
（
二
〇
〇
九
）《
早
期
香
港
電
影
史
（
一
八
九
七
―
一

九
四
五
）》
上
海
人
民
出
版
社
。

左
桂
芳
・
姚
立
群
編
（
二
〇
〇
一
）《
童
月
娟
：
回
憶
錄
暨
圖
文
資
料
彙

編
》
行
政
院
文
化
建
設
委
員
會
、
財
團
法
人
國
家
電
影
資
料
館
。

◉
映
画
リ
ス
ト

『
２
０
４
６
』…
…
①
２
０
４
６
、
②
ウ
ォ
ン
・
カ
ー
ウ
ァ
イ
（
王
家
衛
）、

③
二
〇
〇
四
年
、
④
香
港
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
中
国
、
⑤
広
東

語
、
北
京
語
、
日
本
語
、
⑥
劇
場
公
開
（
二
〇
〇
四
）、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
。

『M
r.Boo! 

ギ
ャ
ン
ブ
ル
大
将
』…
…
①
鬼
馬
雙
星
〔
い
た
ず
ら
な
二
人
〕、

②
マ
イ
ケ
ル
・
ホ
イ
（
ホ
イ
・
グ
ン
マ
ン
、
許
冠
文
）、
③
一
九
七
四

年
、
④
香
港
、
⑤
広
東
語
、
⑥
劇
場
公
開
（
一
九
七
九
）、
ビ
デ
オ
・

Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
。

『M
r.Boo! 

ミ
ス
タ
ー
・
ブ
ー
』…
…
①
半
斤
八
兩
〔
ど
っ
ち
も
ど
っ
ち
〕、

②
マ
イ
ケ
ル
・
ホ
イ
（
ホ
イ
・
グ
ン
マ
ン
、
許
冠
文
）、
③
一
九
七
六

年
、
④
香
港
、
⑤
広
東
語
、
⑥
劇
場
公
開
（
一
九
七
九
）、
ビ
デ
オ
・

Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
。

『
愛
殺
』…
…
①
愛
殺
、
②
タ
ム
・
ガ
ー
ミ
ン
（
譚
家
明
）、
③
一
九
八
一

年
、
④
香
港
、
⑤
広
東
語
、
⑥
未
公
開
。

『
蘆
の
花
は
し
お
れ
白
燕
は
飛
ぶ
』…
…
①
蘆
花
翻
白
燕
子
飛
、
②
ホ
ー
・

フ
ェ
イ
グ
ア
ン
（
何
非
光
）、
③
一
九
四
六
年
、
④
香
港
、
⑤
北
京
語
、

⑥
未
公
開
。

『
ア
ヒ
ル
の
丸
焼
き
泥
棒
』…
…
①
偷
燒
鴨
、
②
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ブ
ロ
ツ

キ
ー
、
③
一
九
〇
九
年
、
④
香
港
、
⑤
サ
イ
レ
ン
ト
、
⑥
未
公
開
。

『
ウ
イ
ン
タ
ー
ソ
ン
グ
』…
…
①
如
果
・
愛
〔
も
し
も
・
愛
〕、
②
ピ
ー

タ
ー
・
チ
ャ
ン
（
チ
ェ
ン
・
コ
ー
シ
ン
、
陳
可
辛
）、
③
二
〇
〇
五
年
、

④
香
港
、
⑤
北
京
語
、
広
東
語
、
⑥
劇
場
公
開
（
二
〇
〇
六
）、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
販
売
。

『
ウ
ォ
ー
ロ
ー
ド
／
男
た
ち
の
誓
い
』…
…
①
投
名
狀
、
②
ピ
ー
タ
ー
・

チ
ャ
ン
（
チ
ェ
ン
・
コ
ー
シ
ン
、
陳
可
辛
）、
③
二
〇
〇
七
年
、
④
香

港
、
中
国
、
⑤
北
京
語
、
⑥
劇
場
公
開
（
二
〇
〇
九
）、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
。

『
花
様
年
華
』…
…
①
花
樣
年
華
／In the M

ood for Love

、
②
ウ
ォ

ン
・
カ
ー
ウ
ァ
イ
（
王
家
衛
）、
③
二
〇
〇
〇
年
、
④
香
港
、
フ
ラ
ン

ス
、
⑤
広
東
語
、
⑥
劇
場
公
開
（
二
〇
〇
一
）、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
。

『
カ
ン
フ
ー
・
ハ
ッ
ス
ル
』…
…
①
功
夫
、
②
チ
ャ
ウ
・
シ
ン
チ
ー
（
周
星

馳
）、
③
二
〇
〇
四
年
、
④
香
港
・
中
国
、
⑤
広
東
語
、
⑥
劇
場
公
開
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③
一
九
三
九
年
、
④
中
国
、
⑤
北
京
語
、
⑥
劇
場
公
開
（
一
九
四
二
）、

東
京
国
立
近
代
美
術
館
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
特
集
上
映
（
二
〇
〇
一
）。

『
女
神
』…
…
①
神
女
、
②
ウ
ー
・
ヨ
ン
ガ
ン
（
吳
永
剛
）、
③
一
九
三
四

年
、
④
中
国
、
⑤
サ
イ
レ
ン
ト
、
⑥
東
京
国
立
近
代
美
術
館
フ
ィ
ル
ム

セ
ン
タ
ー
特
集
上
映
（
一
九
八
五
、
一
九
八
七
、
一
九
九
二
、
一
九
九

八
、
二
〇
〇
一
、
二
〇
一
〇
）。

『
欲
望
の
翼
』…
…
①
阿
飛
正
傳
〔
不
良
少
年
の
伝
記
〕、
②
ウ
ォ
ン
・
カ
ー

ウ
ァ
イ
（
王
家
衛
）、
③
一
九
九
〇
年
、
④
香
港
、
⑤
広
東
語
、
⑥
東

京
国
際
映
画
祭
（
一
九
九
一
）、
劇
場
公
開
（
一
九
九
二
）、
ビ
デ
オ
・

Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
。

『
世
に
稀
な
る
女
性
』…
…
①
人
海
奇
女
子
、
②
ジ
ャ
ン
・
シ
ャ
ン
ク
ン

（
張
善
琨
）、
③
一
九
五
二
年
、
④
香
港
、
⑤
北
京
語
、
⑥
未
公
開
。

『
夜
と
霧
』…
…
①
天
水
圍
的
夜
與
霧
、
②
ア
ン
・
ホ
イ
（
ホ
イ
・
オ
ン

ワ
ー
、
許
鞍
華
）、
③
二
〇
〇
九
年
、
④
香
港
、
⑤
広
東
語
、
北
京
語
、

⑥
東
京
国
際
映
画
祭
（
二
〇
〇
九
）。

『
ラ
ヴ
ソ
ン
グ
』…
…
①
甜
蜜
蜜
〔
甘
い
恋
〕、
②
ピ
ー
タ
ー
・
チ
ャ
ン

（
チ
ャ
ン
・
ホ
ー
サ
ン
、
陳
可
辛
）、
③
一
九
九
六
年
、
④
香
港
、
⑤
広

東
語
、
⑥
劇
場
公
開
（
一
九
九
八
）、
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
。

『
ラ
ブ
レ
タ
ー
／
誰
か
が
私
に
恋
し
て
る
？
』…
…
①T

he Love Letter

、

②
ピ
ー
タ
ー
・
チ
ャ
ン
（
陳
可
辛
）、
③
一
九
九
九
年
、
④
ア
メ
リ
カ
、

⑤
英
語
、
⑥
衛
星
放
送
（
二
〇
〇
一
）、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
。

『
若
い
人
』…
…
①
年
輕
人
、
②
ジ
ャ
ン
・
チ
ョ
ー
（
張
徹
）、
③
一
九
七

二
年
、
④
香
港
、
⑤
北
京
語
、
⑥
東
京
国
際
映
画
祭
（
二
〇
〇
四
）。

③
一
九
六
一
年
、
④
香
港
、
⑤
北
京
語
、
広
東
語
、
⑥
未
公
開
。

『
南
北
の
お
し
ゃ
べ
り
娘
』…
…
①
南
北
鐵
咀
雞
、
②
ウ
ォ
ン
・
ホ
ク
セ
ン

（
黃
鶴
聲
）、
③
一
九
六
五
年
、
④
香
港
、
⑤
広
東
語
、
北
京
語
、
⑥
未

公
開
。

『
南
北
の
姻
戚
』…
…
①
南
北
兩
親
家
、
②
チ
ャ
ウ
・
シ
ー
ル
ク
（
周
詩

祿
）、
③
一
九
六
四
年
、
④
香
港
、
⑤
北
京
語
、
広
東
語
、
⑥
未
公
開
。

『
南
北
和
』…
…
①
南
北
和
、
②
ワ
ン
・
テ
ィ
エ
ン
リ
ン
（
王
天
林
）、
③

一
九
六
一
年
、
④
香
港
、
⑤
北
京
語
、
広
東
語
、
⑥
未
公
開
。

『
庭
中
が
春
』…
…
①
滿
園
春
色
、
②
ジ
ャ
ン
・
シ
ャ
ン
ク
ン
（
張
善
琨
）、

ワ
ン
・
イ
ン
（
王
引
）、
ト
ゥ
ー
・
グ
ア
ン
チ
ー
（
屠
光
啓
）、
ブ
ー
・

ワ
ン
ツ
ァ
ン
（
卜
萬
蒼
）、
③
一
九
五
二
年
、
④
香
港
、
⑤
北
京
語
、

⑥
未
公
開
。

『
野
薔
薇
の
恋
』…
…
①
野
玫
瑰
之
戀
、
②
ワ
ン
・
テ
ィ
エ
ン
リ
ン
（
王
天

林
）、
③
一
九
六
〇
年
、
④
香
港
、
⑤
北
京
語
、
⑥
未
公
開
。

『
母
の
愛
』…
…
①
母
愛
、
②
ジ
ュ
ウ
・
ゲ
イ
（
珠
璣
）、
③
一
九
六
一
年
、

④
香
港
、
⑤
広
東
語
、
⑥
未
公
開
。

『
半
辺
人
』…
…
①
半
邊
人
、
②
フ
ォ
ン
・
ユ
ク
ピ
ン
（
方
育
平
）、
③
一

九
八
三
年
、
④
香
港
、
⑤
広
東
語
、
⑥
未
公
開
。

『
風
塵
の
三
俠
客
』…
…
①
風
塵
三
俠
、
②
ピ
ー
タ
ー
・
チ
ャ
ン
（
チ
ャ

ン
・
ホ
ー
サ
ン
、
陳
可
辛
）、
リ
ー
・
チ
ー
ガ
イ
（
李
志
毅
）、
③
一
九

九
三
年
、
④
香
港
、
⑤
広
東
語
、
⑥
未
公
開
。

『
ブ
ラ
ッ
ド
・
ブ
ラ
ザ
ー
ス 

刺
馬
』…
…
①
刺
馬
、
②
ジ
ャ
ン
・
チ
ョ
ー

（
張
徹
）、
③
一
九
七
三
年
、
④
香
港
、
⑤
北
京
語
、
⑥
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
。

『
望
郷　

ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
』…
…
①
投
奔
怒
海
〔
怒
れ
る
海
へ
突
き
進

む
〕、
②
ア
ン
・
ホ
イ
（
ホ
イ
・
オ
ン
ワ
ー
、
許
鞍
華
）、
③
一
九
八
二

年
、
④
香
港
、
⑤
広
東
語
、
⑥
劇
場
公
開
（
一
九
八
四
）、
ア
ジ
ア

フ
ォ
ー
カ
ス
・
福
岡
国
際
映
画
祭
（
一
九
八
七
）、
ビ
デ
オ
販
売
。

『
頬
紅
に
涙
』…
…
①
胭
脂
淚
、
②
チ
ャ
ン
・
ペ
イ
（
陳
皮
）、
③
一
九
三

八
年
、
④
香
港
、
⑤
広
東
語
、
⑥
未
公
開
。

『
頬
紅
に
涙
』…
…
①
胭
脂
淚
、
②
ウ
ー
・
ヨ
ン
ガ
ン
（
吳
永
剛
）、
③
一

九
三
八
年
、
④
香
港
、
⑤
北
京
語
、
⑥
未
公
開
。

『
香
港
攻
略　

英
国
崩
る
ゝ
の
日
』…
…
①
香
港
攻
略
戰
（
※
香
港
で
の
公

開
時
の
タ
イ
ト
ル
）、
②
田
中
重
雄
、
③
一
九
四
二
年
、
④
日
本
、
⑤

日
本
語
、
⑥
劇
場
公
開
（
一
九
四
二
）。

『
香
港
の
夜
』…
…
①
香
港
之
夜
、
②
千
葉
泰
樹
、
③
一
九
六
一
年
、
④
日

本
、
香
港
、
⑤
日
本
語
、
北
京
語
、
⑥
未
公
開
。

『
曲
が
っ
た
月
が
全
土
を
照
ら
す
』…
…
①
月
兒
彎
彎
照
九
州
、
②

ト
ゥ
ー
・
グ
ア
ン
チ
ー
（
屠
光
啓
）、
③
一
九
五
二
年
、
④
香
港
、
⑤

北
京
語
、
⑥
未
公
開
。

『
萬
世
流
芳
』…
…
①
萬
世
流
芳
、
②
ジ
ャ
ン
・
シ
ャ
ン
ク
ン
（
張
善
琨
）、

ジ
ュ
ー
・
シ
ー
リ
ン
（
朱
石
麟
）、
ブ
ー
・
ワ
ン
ツ
ァ
ン
（
卜
萬
蒼
）、

マ
ー
シ
ュ
ィ
ー
・
ウ
ェ
イ
バ
ン
（
馬
徐
維
邦
）、
ヤ
ン
・
シ
ャ
オ
ジ
ョ

ン
（
楊
小
仲
）、
③
一
九
四
二
年
、
④
中
国
、
⑤
北
京
語
、
⑥
劇
場
公

開
（
一
九
四
四
）、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
特
集

上
映
（
二
〇
〇
五
）。

『
南
と
北
は
一
家
』…
…
①
南
北
一
家
親
、
②
ワ
ン
・
テ
ィ
エ
ン
リ
ン
（
王

天
林
）、
③
一
九
六
二
年
、
④
香
港
、
⑤
北
京
語
、
広
東
語
、
⑥
未
公

開
。

『
南
と
北
の
嬉
し
い
出
会
い
』…
…
①
南
北
喜
相
逢
、
②
ワ
ン
・
テ
ィ
エ
ン

リ
ン
（
王
天
林
）、
③
一
九
六
四
年
、
④
香
港
、
⑤
北
京
語
、
広
東
語
、

⑥
未
公
開
。

『
木
蘭
従
軍
』…
…
①
木
蘭
從
軍
、
②
ブ
ー
・
ワ
ン
ツ
ァ
ン
（
卜
萬
蒼
）、

◉
著
者
紹
介
◉

①
氏
名
…
…
西
村
正
男（
に
し
む
ら
・
ま
さ
お
）。

②
所
属
・
職
名
…
…
関
西
学
院
大
学
・
教
授
。

③
生
年
・
出
身
地
…
…
一
九
六
九
年
、
横
浜
生
ま
れ
、
大
阪
育
ち
。

④
専
門
分
野
・
地
域
…
…
中
国
語
圏
の
文
学
・
メ
デ
ィ
ア
文
化
史
。

⑤
学
歴
…
…
東
京
大
学
文
学
部
中
国
語
中
国
文
学
専
修
課
程
卒
業
、
東
京

大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
中
国
語
中
国
文
学
専
攻
修
士
課
程
、
同

人
文
社
会
系
研
究
科
ア
ジ
ア
文
化
研
究
専
攻（
中
国
語
中
国
文
学
専
門

分
野
）博
士
課
程
修
了
。

⑥
職
歴
…
…
二
八
歳
ご
ろ
か
ら
一
年
半
、
東
京
大
学
人
文
社
会
系
研
究
科

助
手
、
三
〇
歳
ご
ろ
か
ら
六
年
半
、
徳
島
大
学
総
合
科
学
部
で
講
師
・

助
教
授
。
三
六
歳
ご
ろ
か
ら
関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
で
助
教
授
、
准

教
授
を
経
て
現
職（
在
任
期
間
は
計
七
年
）。

⑦
現
地
滞
在
経
験
…
…
中
国
天
津
の
南
開
大
学
中
文
系
に
高
級
進
修
生
と

し
て
二
六
歳
の
こ
ろ
一
年
留
学
。

⑧
研
究
手
法
…
…
音
・
映
像
の
テ
ク
ス
ト
を
分
析
。

⑨
所
属
学
会
…
…
日
本
中
国
学
会
、
東
方
学
会
、
日
本
現
代
中
国
学
会
、

日
本
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
学
会
。

⑩
研
究
上
の
画
期
…
…
一
九
九
〇
年
代
半
ば
に
日
本
で
も
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
が
流
行
し
た
こ
と
。

⑪
推
薦
図
書
…
…
レ
イ
・
チ
ョ
ウ（
本
橋
哲
也
訳
）『
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
知
識

人
』（
青
土
社
、
一
九
九
八
年
）。
中
国
研
究
の
枠
に
と
ど
ま
ら
ず
、
カ

ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
に
介
入
し
、
東
洋=

西
洋
の
関
係
、
サ

バ
ル
タ
ン
の
表
象
に
つ
い
て
の
問
題
な
ど
、
広
い
射
程
を
持
つ
書
物
。

⑫
推
薦
す
る
映
画
作
品
…
…
ピ
ー
タ
ー
・
チ
ャ
ン
監
督『
ウ
ィ
ン
タ
ー
ソ
ン

グ
』（
二
〇
〇
五
）。
香
港
性
は
一
見
希
薄
な
が
ら
香
港
映
画
の
伝
統
を

踏
ま
え
て
撮
ら
れ
た
こ
の
映
画
、
一
方
で
一
九
九
〇
年
代
の
北
京
の
雰

囲
気
を
見
事
に
再
現
し
て
い
る
の
が
素
晴
ら
し
い
。


